
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

日本語入力システムJEFの使用法

武富, 敬
九州大学大型計算機センター研究開発部

高木, 利久
九州大学大型計算機センター研究開発部

川崎, 正子
九州大学大型計算機センター業務掛

富山, 実
九州大学大型計算機センター業務掛

他

https://doi.org/10.15017/1474891

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 13 (4), pp.406-468, 1980-12-15. 九州大学大型計算機セ
ンター
バージョン：
権利関係：



解　　　　説

日本語情報システムJEFの使用法

武富　㎡高木　利ぷ川崎　正子竺富山　曇：柳池　ぜ：

原田　盛三↑＊　関　武㎡ご＊末永　邦素紳＊清水　和萌＊林

目　　　　　次

1．はじめrこ…一・……・…・……・………・…・一………………………・………・・・・……・……・………407

2．JEF概説…・・……………・…一……一・・………・・………・…・・一・…・・…・・……………・…・……・407

　2．1概　要……・一…・…・・…………・…・・…・……・・……・………・・………・…………………………407

　2．2　JEF漢字コード　・一・…………・・………・……・一……’………・・…’…………・’……’………’…’408

　2．3　JEFのハードウェァ　………………………・・…・・…一・……………一……・・…………・・……・・409

　2．4　JEFのソフトウェァ　…………・・……・……・…・………・・……・…・…・・…・……・・…・・…・…・…・…412

3．FDMS（和文エディタ）の使用法　………一……・………・……一・……・一………・……・・……416

　3．1概　要一……・・一…………一・……・・…・・……・…一……………・一・……………・…・・…416

　3．2作成例………………・……・……・…・…・・……・…・・……………………・…・・…・・……………・…418

　3．3　カナ漢字変換　・……・…………・・一……”……’”…’………’…°’……………”…’…’…’…’”…”421

　3．4　テキスト入力法　……・・…………・…・……・………・…一…………・………・……・…・・………・……422

　3．5　テキスト作成法　…・…一・…・・…・…・…一・…・…・・………………’”………’…”…’”……’……424

　3．6　種々のテキスト編集法　一……………・…・一・・……・・・………一……・・……・……・……・……・426

　3．7　テキストマクロの使用法　・・…………・………・…………一・・一……………・…………・…・…・…429

　3．8　私的カナ漢字変換辞書の使用法　…………・…・…・……………一・・・……一………・…………・・430

4．KING（文章処理）の使用法　………・・………・………・・……………・………………………・…・…・430

　4．1概　要……………・…・・…・……………・・……………………・……・・…・・…・……………一…・…430

　4．2使用法…・・…・…・・……・・…・…………’”°’………’……’”………”………’…’”…………’”…431

　4．3備　考…・・………・…………・・一・・…………………・…・……S…………・…………………・・…432

5．PL／1，COBOLにおける使用法　一一…・……・……・・………・………・………・…・………・・432

　5．1　PL／1における日本語処理　・……………・・………・・…………・・…………・……・…………・…・432

　5．2　COBOLにおける日本語処理　・……・・……・・……………………・・……・・………・・……一・…438

6．KING（グラフ・図形出力）のPSPCNVの使用法　…・…・・………一・…・一・………・……444

　6．1　図形制御カード　…・・……………・・……・…………・一…………・………一・………………・………445

　6金2　ジョブ制御文　・………・…・…………一・・…・…・…・一・……・…・・………・…・……・・……・……・・一・448

　6．3作図例…………一……………・…・…・・………・…・・…………・…・・…………・・……・…＿・＿44g

付表1．JIS非漢字とJIS第工水準漢字（JEF漢字コード系による）　・・………………・・452

付表2．JIS第2水準漢字（JEF漢字コード系による）　・…・……・……・・………・……・一・…・455

付表3．FDMS（和文エディタ）のコマンド入力形式一覧　・・…………・…・・・……………………・458

付表4．制御コード入力形式一覧　…・・……………・……………・一・…・・…一…・・…・・…・……………・…464

付表5．テキスト入力における変換指定一覧　…・一…………・・…一…………・………………・………466

付表6．カタカナ・ローマ字対応表　…・・…一…一・一……………・…………・……・・………・一……・467

付録1．図形制御カードの一般規約　一・・…………・・……………・…・・一…………一・……・・…・………　468

付録2．図形制御カードのエラーコード　………一……・一・…・・………・………………………・・……468

九州大学大型計算機センター広報　　　　　　　　　　一406－

VoL　　13　N14　1980



解　　　　説

t　はじめに

　計算機が誕生して以来，ほぼ30年が経過した．この間，その利用される分野も，当初の数値のみ

を取り扱う計算処理から，図形処理，テキスト処理，情報検索処理など広汎な情報処理を含むところ

まで拡大されてきた．このような情勢のもとで，従来の英数字・カナを用いた情報処理に対し，漢字

かな混り文による日本語情報処理の要求も，さまざまの分野で強かったものと思われる．しかしなが

ら，取り扱う文字種の多様さ，同音異義語の選択，漢字入力の困難性などの日本語の持つ特異性のた

めに，その汎用処理システムの実現は，それほど容易ではなかったようである．ところが，最近のハ

ー ドウェア・ソフトウェアを含む計算機技術の急速な進展は，この事を可能にしつつある．また，漢

字を中心とするコード系の標準化の要求の高まりの中で，昭和53年1月にはJIS漢字コードも制

定され，日本語情報処理に対する共通の基盤がしかれることとなった．

　今回，本センターでも，富士通により開発された汎用な日本語情報システム（Japanese　proce8sing

Extended　Feature，JEFと略称される）を導入することにより，そのサポートの態勢が整った．こ

れによって，大学においても大量に生産される文書，特に，和文の論文，学会予稿などの原稿，国内

での研究会・シンポジウム等の報告文書，会議・連絡会等の連絡文書などの作成・管理に大いに役立

つものと思われる．以下，このJEFシステムの概要について解説する．

　2　では，JEFシステムについて概観する．まずJEFで用いられる漢字コード，文字の種類な

どについて述べ，次にJEFのハードウェア，最後にJEFのソフトウェアについて述べる．3　で

は，日本語テキストの作成・編集のために用いられるFDMS（和文エディタ）の使用法について述

べる．4　では，FDMS（和文エディタ）で作成した日本語テキストを，フォーマッティングして

日本語ラィンプリンタ装置に出力するためのKING（文章処理）の使用法について述べる．5　で

は，言語処理プログラムPL／1，COBOLにおける日本語処理について述べる．6　では，日本

語ラィンプリンタ装置を用いる1つのアプリケーションとして，PSPで作成した図形を出力するK

ING（グラフ・図形出力）のPSPCNVの使用法について述べる．なお，本稿では，上記のいく

つかのソフトウェアの使用法を解説することにし，それ以外のもの，たとえば，会話型汎用日本語エ

ディタ右筆（ユーピッと読む），KING（グラフ・図形出力）のPSPCNV以外の部分，KIN

G（帳票出力）等については，次の機会に譲ることにする．

2　JEF概説
2t　概　　　要

　JEFは，従来の英数字・カナ処理システムを基盤として，その拡張形として漢字かな混り文の処

理を可能にする汎用日本語情報システムである．図21に，JEFのハードウェア，ソフトウェアコ

ンポーネントの関連図を示す．ハードウェアに関しては，本センターでは，日本語テキストの入力・

編集のために日本語ディスプレイ装置を使用し，日本語文章あるいは図形の出力のために日本語ライ

＊　　九州大学大型計算機センター　研究開発部

＊＊　　　　　　　〃　　　　　　業　務　掛

＊＊＊　　　　　　　〃　　　　　　共同利用掛

綜＊＊　富士通　SE

一
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ンプリンタ装置を使用する．ソフトウェアに関しては，日本語処理のために新規にサポートされるも

のとして，サービスプログラムのADJUST，アプリケーションプログラムのKING，　FDMS，

KUINなどがある．また，日本語処理に特有な，多種多様の文字パターンを納めた辞書，文字属性

辞書，およびカナ漢字変換のための辞書などが，テーブルウェアと総称して提供されている．

・ KU】N
　　漢字マスタファイル作成

　　カナ・漢字変換入力

・KING
　　帳票出力
　　文章処理
　　グラフ・図形出力
・ FDMS
・ FAIRS－1

・ ADJUST
・漢字ソート ・ 文字パターン辞書

・ 文字属性辞書

・ 事務処理用語辞書
・ 氏　名　辞　書
・ 住　所　辞　書

A光、

〔＝］
FACOM6715　D
ラインプリンタ　置

日本語
ディスプレイサプシステム

FACOM　6650
ディスプレイサプシステム

図2．1　JEFのハードウェァ，ソフトウェアコンポーネントの関連図

22　JEF漠字コード

　従来の英数字・カナを表現するEBCDICは，1バイトコード系で，それでは高々256文字種

しか表せない．漢字は，当用漢字に限っても1850字あり，文字種が豊富なため，2バイトコード系で表現

される．JEFでは，図22に示すように，JIS漢字コードに準拠し，それよりも大きい漢字集合

を表わす「JEF漢字コード系」を採用している・表21に示されるように，JIS文字セットでは，

JIS非漢字，JIS第1水準漢字，JIS第2水準漢字合わせて6802文字種あるのに対して，

JEF文字セットでは，さらに独自の拡張非漢字，拡張漢字，ユーザ定義文字を含め，13996文字

種が取り扱える．付表tに，JEF漢字コード系でのJIS非漢字とJIS第1水準漢字，付表2に

は，」1S第2水準漢字のコード表を掲げた．実用上は，JIS第1’水準漢字の3000字程度で十分

と思われる．
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　＼＼

　　　　＼
　　　　＼　　　　　　JIS非漢字
　　　　　＼＼＊　」ls漠字領域

　　　　　　＼

表2．1　JEF漢字コードの文字種

＊　JIS漢字コード／JEF漢字コード変換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合・　　　計
JISコード（1文字）十16進（Xl80801）＝JEF漢字コード

例：「君」JISコード（X，372F1）十（X‘8080‘）＝JEFコード（X’B7AF’）

上図のようにシフトしている理由は，JIS漢字コード領域の一部が
EBCDIC系機能コードと重複して区別がつかないためである．

区　分 内　容　概　要 文字種数

JIS非漢字（英数字など） 453

」｝漢字 拡張非漢字
（変体仮名，，1｝式文字，特殊文字

　　　　　グラフ・図形記号）
355

808

JIS漢字
JIS第1水準漢字 2，965

JIS第2水準漢字 3，384

6，349

拡張漢’7：
富士通選定漢字
（JISに含まれず，従来漢字処理で捜用されている文字）

3，737 3，737

ユーザ
定義文字

ユーザ固有の文字，パターンな
ど

3，102 3，102

合・　　　計 13，996

図2．2　JEF漢字コード系

23　JEFのハードウェア

2a1　日本語ラインプリンタ装置

　日本語ラィンプリンタ装置（NLPと略称される）は，ノン・インパクト型のレーザ・プリンタで

ある．印字方式は，レーザビーム書き込みにより感光ドラムに潜像を作成しておき，トナーで現像し，

普通紙に転写・定着させる乾式電子写真方式を採用している．また，NI、Pは日本語処理に対応でき

るように，フロッピィディスクに多様な文字パターンを収容しておくための文字収容機構，実際に印

字できる形に，文字をドットパターンで記憶しておくためのメモリを持つ文字発生機構，固定的なフ

オーマット部分を，可変な文字列と重ね合わせて印刷できるようにするフォームオーパレイ機構を備

えている．

　図23に，文字収容機構と文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字発生機構　　　　　　　　文字収容機構
発生機構の関連図を示す．NLP電
源投入時に，ハードウェアの機能に　趨㌫㌶文鍍欝9ト10g字

より，JIS非漢字，JIS第1水　躰文字発生機構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語機構
準漢字合わせて3418文字，および　　　　　30×30ド・ト4・o％字

書式文字（罫線出力用としてコード

化されている文字）の11文字の文　文字発：臓撤増設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字発生機構
字パターンは，自動的に文字収容機　　　　　30×30ド・・ト4，0％字

構から文字発生機構にローディング

され印字できる態勢になる（イニシ

ャルローディング）．現在，増設部

　　基本文字収容機構

⊆回慧警㍉㎜
　　　　　　，咋式文字　　　　　　　　　　11字
　　　　　　JIS第・水準非i鴛｝：3、41倉｝：

　文字収容機構（増設）

　　　　　　　文字収容機構
　　　　　　ユー一ザ登Sよ文：字　　3．796’宕

図2．3　文字収容機構と文字発生機構の関連図
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分の文字収容機構のフロッピィは空で，イニシャル　　　　　　30×30ド。トパターン（gポィ。ト）

　ディングに関係しないため・文字発生機構問 　⊂＝こ＝＝＝司
いて残された約4800字分のメモリは，本センター

で頻繁に使用されると思われる図形出力のための図

形パターンを格納する場としてとってある．

　NLPで出力される漢字は，明朝体の書体を用い，

図24に示すように30×30のドットパターン

で表現されており；高品質の印字文字が得られる．　3230

文字サイズは，JEF漢字コードで表される漢字・

ひらがななどは，文字間隔が8字／インチの大きさ

（9ポイント相当の文字，以下9ポの文字と呼ぶ）

と，5字／インチの大きさ（12ポイント相当の文

字，以下12ポの文字と呼ぶ）の2種類が使用でき

32

30

る．ただし，文字サイズごとに文字パターンを持つ　1
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はホピット

ことからくるメモリ増の欠点をなくすため・4°×　（㌫ぷら4°ドットの拡大で1ま・拡張ピット｛蹄で8ヶ所拡張

40ドット相当の12ポの文字は，30×30ドッ

トの文字パターンから，文字拡大アルゴリズムによ　注19ポイ・トの文字は、印字されるの1よ30×30ド・トのパターン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるが，文字発生機構では拡張ピットを含む32×32ピットの
り作成するという方法が採られている．これにより，注2樫麗票㌍㍑：実際に提供される文字のパタ＿．と｛よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　異なる．文字発生機構には30×30ドットのパターンのみ

が格納されている・EBCD・Cの英数字・カナの図24 パ；竺；；ける漢字のドット

文字間隔は，従来と同じく10字／インチの大きさ

で，24×30ドットで表現されている．

　行間隔は，6行／インチ（6LPIと呼ぶ，標準値は6LPIである．なお従来のラィンプリンタ

出力も6LPI）と，8行／インチ（8LPIと呼ぶ）の両方が可能である．英数字・カナおよび9

ポの文字は，6LPIおよび8LPIの行送りで印字可能であるが，12ポの文字は，6LPIでの

み印字可能である．図25に，文字サイズと印字位置について示す．表22には，文字枠の大き

さと行内印字文字数について示す．

・ 十インチ送りの印字例

英醇・・ナ　　12・イ・ト　　　　　　9。イ．ト　　　猷文字

昂イノチー1　　ト柏・チーr　　　　　トー＋イ・チ」

センタ合せ

九州大学大型計算機センター広報　　　　　　　　　　一410＿
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・ 十インチ送りの印字例

　英数字・カナ　　　　　　9ポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書式文字
．　　　　　　　　　・　　　　　　　　　1　　　　　　　　　：　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i　　i　　i

田
l　　　　　　　l

i　　i
‘　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　⑪

戸イン叶　　　トー＋イ・チ「

センタ合せ

（注1）十インチ送りでは，12ポイントの文字は印字できない．

口重ね打ちによるアンダラインの印字領域

口・ター・・イス（ド・トパター・で親する文字の大きさの領域）

〔文字枠の大きさ（印字幅）

図2．5　NLPにおける文字サイズと印字位置

表2．2　文字枠の大きさと行内印字文字数

　　　　　　　　’一　送　り

出　力　文　字

6行／インチ 8行／インチ
行内印字文字数

幅 高　さ 幅 高　さ

英数字・カナ 品才 壱イげ もイ才 吉イ断 136文字

12ポイント
書式文字 × ×

一

書式文字以外 丁在 丁イ冴 × 68文字

書式文字
　’きイげ ÷イ冴 丁イ汚 計げ 109　文字

9ポイント
書式文字以外 オィみ 合イ冴 壱イ汚 さイ冴 109　文字

（注）　×印の組み合わせを指定すると，印字結果が保障されない．

　用紙の紙送り制御は，FCB（Forms　Control　Buffer）により，ページ単位に制御できるので，

同一ページ内に6LPIと8LPIの混在が可能である．しかしながら，利用者がどのようなFCB

イメージを欲しているか予測はできないので，現在は標準FCBイメージを採用しており，混在はで

きない．また，図形出力データセット中の図形パターンを，一種の文字パターンとみて文字発生機構

に登録し，文字・図形の出力を可能にするユーザラィタであるKINGラィタは，標準値以外のペー

ジ行数などを指定すると，FCBイメージを書き替えてしまうので，それ以後，セパレータ出力がず

れるなどの障害を起こしてしまう．まもなく修正される予定なので，それまでは注意していただきた

い．さらに，NLPでは，従来のプリンタと違って，用紙のミシン目前後各々2行は，感光ドラムか

ら用紙への転写時，用紙がドラムに密着しないので，印字禁止領域となっていることに注意されたい．

　最後に，印刷データの形式について

データ中には，英数字・カナのEBC

DIC（1バイトコード）と・漢字゜ 　　　　　　　　　図2．6　印刷デ＿タの形式

英数字・カナ

（EBCDIC）

Kヲ〒　◆

日本語データ

（JEF漢字コード）

A弓〒トド

英数字・カナ

（EBCDIC）

行の先頭は，必ずAシフト状態である．
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解　　　　説

ひらがななどのJEF漢字コード（2バイトコード）が混在可能なので，それらのコードを識別する

ために・その間に1バイトのシフトコードが挿入される．シフトコードには，以下の文字列がEBC

DICであることを示すAシフトコードと，以下がJEF漢字コードであることを示すKシフトコー

ドとがある・Kシフトコードは，さらに，以下が9ポの文字列であることを示すK1シフトコードと，

12ポの文字列であることを示すKSシフトコードとに分けられる．ただし，利用者は，ほとんどの

場合，このシフトコードを意識する必要はない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OSIV／F4

2a2　日本語ディスプレイ装置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御プログラム
　本センターでは，2階に設置してある，JIS

型のけん盤を持つ日本語ディスプレイ装置（NDP

と略称される）を用いて，TSSで日本語テキス

トの入力・編集を行う．NDP電源投入時，日本

語ディスプレイ制御装置の文字収容機構から，24

×24のドットパターンの文字が，NDPの文字発

生機構にローディングされ，文字の表示が可能と

なる．NDPでは，JIS第2水準漢字も表示さ

れるので，NDPでは表示されるがNLPには出

力されないような場合も起りうる．現在，このた

めの手段を検討中なので，センターニユース等に

注意されたい．通常は，後述のFDMS（和文エ

ディタ）により，カナ漢字変換方式でテキストの

入力・編集を行うが，JEF漢字コードを16進

4桁で入力する漢字直接入力も可能である．従来，

日本語情報処理の最大の難点の一つに，漢字入力

の問題があるとされてきたが，このNDPとカナ

漢字変換のFDMS（和文エディタ）を合わせて　　　　　　　　　プ゜グラム

用いることにより，専門的なオペレータでない普

通の利用者も，かなり容易に，画面編集形式でテ

キストの入力・編集を行うことができる．なお，

NDPの使用に便利なように，　PF（プログラム・

ファンクション）キー機能一覧表（FDMS（和

文エディタ）により作成）をNDPのそばに備え

ている．

ジヨプ管理

データ管理

24　JEFのソフトウェア

　オペレーテイングシステムOSW／F4では，
JEFサポートのために，大幅に機能強化された　　　　図2・7　JEFのソフトウェア体系

AIM

TSS

言語処理プログラム COBOL

PL／1

サーピスプログラム ADJUST

漢字ソート

テープルウェア 文字パターン辞書

文字属性辞書

氏名辞書

住所辞書

事務処理用語辞書

アプリケーション

　　プログラム
KUIN（氏名）

KUIN（住所）

KUIN
　（事務処理用語）

KING（帳票出力）

KING（文章処理）

KING
（グラフ・図形出力）

FDMS

FAIRS－1
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解　　　　説

部分，あるいは新規に開発された部分がある．図27に，JEFのソフトウェアの体系を示す．以

下，これらについて概観する［1］．

24t　制御プログラム

　日本語処理装置を英数字・カナ用の装置と同じインターフェイスでサポートするために，制御プロ

グラムの中核であるジョブ管理・データ管理に付加された機能として，文字セット管理機能，コピー

機能，フォームオーパレイ機能がある．文字セット管理機能とは，日本語処理に特有な多種多様の文

字パターンのローディングを管理・支援する機能で，その概念図を図28に示す．

丈宇セ叶管理

ライブラリ

ADJじST
（文才セ，ト管理）

　　　　み　　し　　
躍獣　蒜縦蓮

」

文字収容機構

｛㌻。。ン；：慮

●イニンヤノ」・一ディング

（電源投入時）

図2．8　JEFにおける文字セット管理機能

　プレローディングとは，各業務に固有な文字パターンを追加文字セットとして，イメージラィブラ

リに登録しておき，DD文のCH．ARSパラメータでその追加文字セット名を指定することにより，

出力に先立って，それらをローディングしておくものである．ダイナミックローディングとは，文字

発生機構に収容されていない文字パターンを，そのコードをキーとして文字パターンマスタファイル

を検索し，出力中にローディングして出力処理を続行するもので，DD文のOPTCDパラメータに

より指示する．

　コピー機能については，従来と同じくDD文のCOPIESパラメータで指定するが，機能が拡張

されており，データセット単位およびページ単位のコピーが可能である．帳票などの作成に欠かせな

一 413一
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解　　　説

いフォームォーバレイ機能について，概念図を図29に示す．ADJUSTにより登録したフォー

フオームオーパレイ

定義ソース

ADJUST

0312シ←ノ123
0571　f†∫コこ

0111羽織

1251下着

デー一タ

フアイル
OS イメージ

ライブラリ

7オームオーパレイパターンのローディング

ページ
パッフア

売上実績表

コード 品　　1 数

フオームオーパ

レイ用メモリ

フオームオーパレイ機構

印刷機構

　1

日本語ラインプリンタ

売上実績表

コード　品
0312　　ンヤツ 123

0571　　背広 167

0111　　羽織 1001

1251　　下着 171

図2．9　JEFにおけるフォームオーバレイ機能

ムオーバレイパターンを，出力データと重ねて印刷するもので，DD文のFLASHパラメータで指

不する．

242　言語処理プログラム

　言語処理プログラムPL／1，COBOLにおいて，日本語処理機能がサポートされる．これにつ

いては，5で解説されるので，ここではふれない．なお，まもなくFORTRANでも日本語処理機

能がサポートされる予定である．

243　サービスプログラム

　JEFの導入，運用に伴う日本語処理に特有な作業を支援するために，サービスプログラムADJ

UST（Advanced　J　apane8e　U8er　SupporT　80ftware）および漢字ソートが提供される．これによ

って，たとえば，センターに固有な文字パターンを登録したり，それに属性情報を与えたり，ダィナ

駕憎大欝矯ンター広報　　　一414一



解　　　　説

ミックローディング時の未定義文字を解析して，文字収　　　AD」UST

容機構に登録し，システムの負荷を軽減したり，フォー

ムオーバレイパターンを作成する等の作業をスムーズに

行うことができる．ADJUSTは，図210に示す各
　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　「

種ユーテイリティプログラムおよびサブルーチンプログ

ラムから構成される・漢字ソートは，部首，総画数，音

・ 訓の読みなどの文字属性による，日本語特有のソーテ

ィングをサポートする．

244　テーブルウェア

　テーブルウェアとは，多様な文字パターン，文字属性

およびカナ漢字変換のための各種の日本語情報を格納し

た辞書ファイルの総称である．これには，文字パターン

辞書，文字属性辞書，氏名辞書，住所辞書，事務処理用

語辞書が含まれる．文字パターン辞書には，JEF漢字

コード約14000字種のうちのユーザ定義文字約aoOO

字種を除く，約11，000字種の文字パターンが収録され

ている．文字パターン辞書は，文字パターンマスタファ

ィルとしてシステムに組み込まれ，前述のプレローディ

ングのためのADJUSTによる追加文字セットの作成，

ダイナミックローディングなどのために使用される．文

ADJUST

ユティリティプログラム

日本語ファイル編集ユティリティ

紙テープ入力編集ユティリティ

文字セット管理ユティリティ

未定義文字ロギング情報解析ユティリ
ティ

文字パターン・属性情報管理ユティリ
ティ

コードブック編集ユティリティ

フォームオーパレイパターン
作成ユティリティ

サプルーチンプログラム

・

日本語ファイルアクセスサプルーチン

各種コード変換サプルーチン

KISコード　　　→JEF漢字コード
F8コード　　　　　　　→JEFき莫字コード

16進コード　　→JEF漢字コード

日本語項目コード→JEF漢字コード

EBCDICカタカナ→JEF漢字コード（ひらがな）

EBCDIC　　　→JEF漢字コード

図2．10　ADJUSTのプログラム体系

字属性辞書には，同じく約11，000字種の漢字の各種属性，すなわち，音・訓の読み，総画数，部首

コード，異体字コードなどが収録されている．文字属性辞書は，文字属性マスタファィルとしてシス

テムに組み込まれ，漢字ソートなどに使用される．氏名，住所辞書は，大量の氏名，住所データのカ

ナ漢字変換のための辞書で，氏名辞書には約32，000件，住所辞書には約180，000件のデータが収

録されている．事務処理用語辞書は，帳票等に用いられる見出し項目などの用語のカナ漢字変換のた

めの辞書で，約4，000件のデータが収録されている．これは，PL／1，COBOL，ADJUST，

KINGなどで使用される．

245　アプリケーションプログラム

　日本語情報処理を行う利用者に最も密着した，アプリケーシ・ンプログラムとして，JEFでは，

KING（Kanji　INformation　Generator）．　FDMS（F．ACOM　Document　Management　Sy8tem），

KUIN（Kanji　Utility　for　INput）が提供される．　KINGは，　NLP出力支援のためのプログ

ラムで，漢字かな混りの帳票出力をサポートするKING（帳票出力），グラフ・図形出力をサポー

トし，NLPの新しい応用分野を開拓したと言われるKING（グラフ・図形出力），日本語テキス

トのフォーマッティングを行い，種々の文書の形式に整えて出力するKING（文章処理）がある．

FDMSには，NDPをTSS端末として，カナ漢字変換方式で日本語文章の入力・編集をサポート

　　　　　　　　　　九州大学大型計算機センター広報
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解　　　　説

するFDMS（和文エディタ）がある．　KING（文章処理）は，　FDMS（和文エディタ）と合わ

せて用いることにより，グラフ・図形などの図版も組み込んだ，広汎な日本語文書を作成可能にする．

KUINは，KUIN（氏名），KUIN（住所），KUIN（事務処理用語）に分けられ，各々，
　　　　　　　　　　　　　■
前述の氏名，住所，事務処理用語の各辞書を参照したカナ漢字変換入力をサポートするプログラムで

ある．

a　FDMS（和文エディタ）の使用法

a1　概　　　要

　FDMS（和文エディタ）一以下，和文エディタと略称一は，　TSSのもとで動作し，端末に

はNDPを用いる．その機能は，カナ漢字変換による日本語テキスト入力のサポートと，作成された

テキストの種々の編集・管理である．これによって作成された保存テキストは，後述のKING（文

章処理）により，体裁の整った日本語文書の形で出力できる．図a1に，和文エディタとKING（文

章処理）の関連図を示す．表31には，これらに関連するデータセットの形式と概要を掲げる．ここ

で，保存テキストおよびマクロラィブラリのデータセットは，順・区分の両方の編成が可能である．

マクロ

ラィブラリ

　KING
（帳票出力）

KI］NG（クラフ

・ 図形出力）

一
FDMS
和文エディタ

↑

一
保　存

テキスト

／
KING（文章処理）

フォーマッティング

図版NLP
出力イメ
　ージ

↓

・　版　←＿KING（文章処理）

データ
セット

図版データ編集

＼

NLP
清書出力

図3．1　FDMS（和文エディタ）とKING（文章処理）の関連図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解　　　　説

表3．1　FDMS（和文エディタ）とKING（文章処理）で用いられるデータセットの形式と概要

名　　　称 編成
レコード

形　式

プロツ

ク長
（バイト）

レコー
ド長

（バイト）

概　　　　　　　要

保存テキスト
順
区分　、 可変長 2048 最大260

テキストを格納する．各レコードは，検索の
ための参照番号やパラグラフ情報を持つ．

マクロラィブラリ
順

区分
可変長 2048 最大260

文字列及び制御コードから成るテキストマク
ロを格納する．

ヵナ漢字変換辞書 順 固定長 2000 80
和文エディタのカナ漢字変換で使用される辞
書．

図版NLP出力
　イメージデータ

順 可変長 一
最大
308
KING（グラフ・図形出力）／JEFなどで作成さ
れた図版を格納するM沮出力イメージのデータ．

図版データセット 区分 固定長 612 612
図版NLP出力イメージデータを，　NLP出力文書中に

組み込める形式に編集したデータセット．

以下に，和文エディタの使用法の概略を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セッション開始．
　　1、OGON　TSS　課題名／パスワード　SIZE（768）・・…・リージョンサィズは，
　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　768KB以上を指定

　　RE．ADY
－T…指定名［（メンバ名）］［；：：］［：9鵠一竃已燃ト

フルスクリーン表示，テキストの入力・編集が可能

END ［：61：VE］ ……　和文エディタ終了

READY
LOGOFF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……　セッション終了

　和文エディタには，主としてEDITモードとFORMATモードがあり，画面の表示形式が異る．

これを，図32に示す．EDITモードでは，行の先頭に，ページ番号，ユニット番号，挿入番号

からなる参照番号が表示され，テキストフォーマッティングのための制御コードを各所に付加するこ

とにより，ソースィメージ（漢字かな混り文章と制御コードの混ったイメージ）できめ細かな編集を

行うことができる．一方，FORMATモードでは，和文エディタに組み込まれている．　KING（文

章処理）の簡易版相当のプログラムにより，清書イメージの表示が得られる．ただし，和文エディタ

では，付表4の備考欄に示すように，文字サイズ，アンダーラィンなどの制御コードの指定は利かな

い．FORMATモードの表示により，編集結果の確認ができるほか，清書形式の変更，図版などの

組み込みのための空白の確保，文章中への表の作成などができる．表示画面の2行目は入力行で，カ

ナ漢字変換のためのカナ文字列の入力，コマンドの入力のために用いられる．3行目はメッセージ行

で，カナ漢字変換結果，あるいはシステムからのメッセージが表示される．

＿
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解　　　　説

　FDMS　NEDIT　MODE：EDIT　PAGE：10

→■

PAGE．UNLINS……5……10－・一一・－15……20……25－一…30…

　10．001　　＠M2＝1．1，12＠FDMS（和文エディタ）＠NL＠

　10．002　　　和文エディタは，F6650日本語ディスプレイサ

　　　　プシステム（NDS）

　10．003　　を使用して，TSS配下で会話形式のテキスト娼集

　　　　を行う．＠NL＠

FDMS　NEDIT　MODE：FORMAT　pAGE：10

→■

　－5・・…－10・・≠・一・15’・　・20…一・25…一・30…一・35・・一・・

FDMS（和文エディタ）

和文エディタは，F6650日本語ディスプレイサプシステム（NDS）

を使用して，TSS配下で会話形式のテキスト娼集を行う．

入力には高性能なカナ漢字変換を使用できる．

蕊蕊　　　　　L＿英数璽鷲．　」
　　　毒照番号
　　　　　　　EDITモ＿ド　　　　　　　　　　　　　FORMATモード

　　　　　　　　　　　　図3．2　NDP画面におけるテキストの表示形式

a2作　成例
　学会予稿の原稿作成を目的として，和文エディタで作成し，KlNG（文章処理）でNLP出力し

た例を図③aに示す．通常，学会予稿原稿は，学会で定められた原稿用紙に，各講演者が手書きした

ものを写真印刷することが多いので，その品質はあまり良くない．論文によっては，高度な内容にも

かかわらず，読むことをためらわれる例もないことはないと思われる．このような学会予稿，その他，

研究会・シンポジウム等の論文集などの高品質化，標準化のために，日本語処理システムを用いて計

算機処理することは，有効な一つの手段であると思われる．そのためには，そのような雰囲気をつく

るよう，学会に働きかける必要があるかも知れない．JEFでは，漢字コードの英数字を出力すると

間延びした感じになるが，これに対してピッチ詰めの機能がある．しかし，図33に見るように，和

文エディタの現在のバージョンでは，英小文字に対してはピッチ詰めが行われない．近い将来，レベ

ルァップされることを期待する．

　図a4には，図33に対して，テキストフォーマッティングされる前の，保存テキスト（これには，

ソースィメージで格納されている）の内容の出力例を示す．これから，テキストフォーマッティング

の概要が読みとっていただけるものと思う．この出力に関しては，通常のLISTコマンドによる，

TSS　SYSOUT出力では不可能（文字化け等が起こる）なので，センターで作成したコマンド

を用いた．まもなく利用者に公開できると思われるので，センターニュース等に注意されたい．図3

5には，同じく和文エディタで作成した表の例を示す．

・24行
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アミノ酸置換に伴う蛋白質の構造転移の動的挙動

九大大型計鰍センター8昭献撚㍗九大理．物ピ亭序

　　　　　　　　o鵡敬㍉n納文ぱ郷信広椰

　旦堕　蛋白質の立体構造の転移と揺ぎの動的過程を，統計力学的な観点から理解することは，

蛋白質の機能や構造形成の機構などの解明のために不可欠である．この目的のために，格子模型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
として抽象したモデル蛋白質の計算機実験を通して，その動的挙動を時間相関関数の方法で解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
した．ここでは特に．アミノ酸置換に伴う平衡的および動的性質への影響について述べる．

　方法　蛋白質の構造の秩序度Pを導入し，これに関する時間相関関数（TCF）を次のように

定義す㍉一く漂竺宗一ξ吟臼P・一・々

ここで〈…　　〉は熱平衡平均を表わし．百は緩和時間，d↓は緩和強度Nはモードの数を表わ

す．ρとしては，長距離秩序度または回転半径をとった．また，アミノ酸置換は近距離相互作

　，）

用の局所的な不整（連続する2つのユニットの不整）としてモデル化し．アミノ酸■換の個所が

異なる2つのモデルを考察した．

　結果と考察平衡的性質　アミノ酸■換に伴い．構造の安定性が減少する．すなわち，転移温

度が下がる、その下がり方は，アミノ酸置換の個所に依存し，構造依存性を持つ．これらは．v

an°t　Hoff　p】◎t　あるいは転移曲線よりみてとれる．

　動的性質　PTCFは少なくとも2つのモード（速いモードと遅いモード）から成るように見

～える．ここでは，長距離秩序度，回転半径のいずれに対しても2つの指数関数の和として解析し
た．速いモードの緩和時間をτ声風・モードのそれをτ、』6・°

とする．2）㌦」ま秩序度によらず．娯差の範囲で一致する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5、0
すなわち，これは立体構造転移の過程に対応すると見なせる．

3）τμま長距離秩序度で見た方坑回転半径のそれよりも一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．0

桁大きい．またτ∫ぱには．ほとんど温度依存性は見られない．

4）τ』の温度依存性を各モデルについて図1に示すτs㎞は3．o

転移点付近でpeakを持つ際立った温度依存性を示すが，

　　　　　peakの位置は転移温度よりわずか低い方にず2．o

れる傾向があるようである．印図1より，アミノ酸置換に伴

ってτ雪bが大きくなる．すなわち．転移が遅くなることがわ1・0

τ・』〔寓lo4戊

　　　　ピロ
　　　∧㌦㌣

　　4い　　＼

　　↓llム41
　　ホ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　も
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／　　　　　＼
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　’

　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

l　　　　　　　　　　　　　・

’　　　　　　　　　＼さ

，　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．60　　　　　0．65　　　　　0．70

かる・畝この様子はアミノ龍換の研｛こ　　　回1．τ，、♂多“依酎王

依礼髄鮪性を治　　　　　　＝‡，写：1綴㌘；；㍗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ro・ro－4一乙一アミ’“θ↓喪そゲル2

D6・’N・8T・k・t。mi’H・“978》P・。c・N・U・Acad・

Sci．　’　USA　Z皇　559’563

　2）Taket。mi’H．’Kan。’F・8G。’N・’t。　be　pub’

lished

図3．3　FDMS（和文エディタ）による学会予稿原稿の作成例
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　　　　　　　　　　　　　　日本語文章処理　FDMS保存データセットリスト　DsNAME（Foo33．KANJD　MEHBER　M柄E（Ex3）
ぎ≧　　　　　　　PAGE　UNIT　INS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　E　X　T

　ま

㌫‖　18：1：888；：838111：；：1＝ぶ躍難　墨薮議賜酬鍵鶏劉罐腰縫、，L＿。
仔罎　　　OOO1．0003．000武富　敬，加納　文晶，郷　信広＠～L＠＠NL＠

き：：：：：：：：：：：：：灘：；瀦鞭灘購灘1騰欝縄嘗罐㌘羅犠

　噂　　　OOO1．OOO6．000の方法で解析した．ここでは特に，アミノ酸置換に伴う平衡的および動的性質への影響について述べる．酬L＠
　l　　　OOO1．ooo7．ooo＠UL＠aDN＝1＠方法＠UE＠　蛋白質の構造の秩序度　を導入し，これに関する時間相関関数（TCF）を次のように8D
　貝　　　　　　　　　　N＝0＠定義する．＠NL＠＠NL＠ここで〈◆◆・〉は熱平衡平均を表わし，　は緩和時間，　は緩和強度，　はモードの
　遼　　　　　　　　　　数を表わす．　としては，長距
　　　　　0001．0007．001離
　　　　　ooo1．ooo8．ooo秩序度または回転半径をとった．また，アミノ酸置換は，近距離相互作用の局所的な不整（連続する2つのユニ
　　　　　　　　　　　　ットの不整）としてモデル化し，アミノ酸置換の個所が異なる2つのモデルを考察した．
　　　　　0001．0009．OOO＠NL＠＠UL＠＠DN＝1＠結果と考察＠UE＠＠SZ＝12a　平衡的性質＠SZ＝9＠　アミノ酸置換に伴い，構造の安定性が減少する，す
　　　　　　　　　　　なわち，転移温＠酬＝o＠度が下がる．その下がり方は，アミノ酸置換の個所に依存し，構造依存性を持つ．これら
　　　　　　　　　　　は，aPT＠van’t　Ho
　　　　　oOO1．Ooo9．001ff　p
　　　　　OOO1．0009●OO2　　1　0　t
　l　　　　　　　OOO1．0009・OO3　＠PE＠

さ　　　ooo1．oolo．ooo　あるいは転移曲線よりみてとれる．＠NL＠＠sz＝12a　動的性質＠sz＝9＠　1TCFは少なくとも2つのモード（速い
o　　　　　　　　　　モードと遅いモード）から成るように見える．ここでは，長距離秩序度，回転半径のいずれに対しても2つの指
　1　　　　　　　　　　数関数の和として解
　　　　　OOO1．OO10．OO1析しaSK＝10，16R＠た．
　　　　　ooo1．oo11．ooo速いモードの緩和時間を　　，遅いモードのそれを　　とする．2　　は秩序度によらず，誤差の範囲で一致す
　　　　　　　　　　　る　すなわち，これは立体構造転移の
　　　　　oooLoo11．oo1過程に対応すると見なせる．3　　は長距離秩序度で見た方が，回転半径のそれよりも一桁大きい．また　　に

0001・OO11．OO2　｛ま

0001．OO11．OO3，
0001．0012．OOOほとんど温度依存性は見られない．
ooo1．oo13．ooo　4　　の温度依存性を各モデルについて図1に示す．　　は転移点付近で＠PT＠peak＠PE＠を持つ際立った温度
　　　　　　　依存性を示す
0001●OO14・000　カミ，

ooo1．oo15．ooo＠PT＠peak＠PE＠の位置は転移温度よりわずか低い方にずれる傾向があるようである．5図1より，アミノ酸置
　　　　　　　換に伴って　　が大きくなる，すなわち，転移が遅くなることがわかる．
0001．0016．000また，この様子
0001．0017．OOOは，アミノ酸置換の個所に＠NL＠
0001．OO17．001依存し，構造依存性を持つ．＠NLa＠NL8
0001．oo18．ooユ＠PT＠　　1　Go，　N．　＆　Taketomi，　H．　（1978）　Proc．　Natl．　Aca
　　　　　　　d．　Sci．　，　USA　75　559－563＠NL＠　　2　Taketomi，　H．　，　Kano，
　　　　　　　　F．　＆　Go，　N．
ooo1．0019．001　，　　to　be　published＠PE＠

図3．4　図3．3に対するソースィメージの日本語テキスト．図3．3は，図版組み込みのため8LPIで出力したので，この図に見られる

　　　12ポ文字の制御コードは利いていない．
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端末一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（55．09．01）

物理回線群名 論理回線群名 回　　線　　名 端末名 学校名 設置場所 MDF 回線 CS2 設置年月日

番号

LINE＃500 T500 九　　大 情　　報 19．20． 38 53．03．09

501 501 九　　大 電　　子 17．18 39 53．09．27

502 502 九　　大 情　　報 15．16 3A 53．09．26

GROUP＃50 LINEG＃50 503 503 九　　大 情　　報 13．14 3B ＃0 54．02．16

TTY 504 504 九　　大 中央計数 ／ 3C 54．04．06

1200BPS 505 505 九　　大 電　　子 7．8 3D 54．06．15

506 506 九　　大 情　　報 9．10 3E 54．09．25

507 507 九　　大 電　　子 5．6 3F 54．07．13

508 508 九　　大 情　　報 1．2 40 54．11．05

509 509 九　　大 数　　学 49．50 41 55．07．21

LINE＃510 T510 九　　大 造　　船 47．48 42 54．12．14

511 511 九産大 計算機室 25．26 43

512 512 九　　大 大学総合 38．39 44 54．12．05

GROUP＃50 LINEG＃51 513 513 九　　大 物　　理 36．37 45 54．12．19

TTY 514 514 九　　大 心　　理 27．28 46 ＃0 55．03．14

1200BPS 515 515 九　　大 生　　研 29．30 47 55．02．01

516 516 九　　大 応　　研 69．70 48 55．02．06

517 517 九　　大 航　　空 77．78 49 55．02．21

518 518 九　　大 情　　報 55．56 4A 55．04．08

519 5ユ9 九　　大 生　　物 93．94 4B 55，05．11

図3．5　FDMS（和文エディタ）による表の作成例

aa　カナ漢字変換

　前述したように，日本語情報処理の技術的障害の最大のものの一つに，漢字入力の問題があるとさ

れてきたが，和文エディタでは，普通の利用者にも最も使いやすい入力方法であろうと思われる，カ

ナ漢字変換方式を採用している．これは，文章をカナで入力し，カナ漢字変換辞書による照合，文法

接続チエックなどの計算機による処理を行って，漢字かな混り文へ変換する方式である．これに関心

のある読者は，文献［2，3］を参照されたい．この方式を実現する種々の手法のうち，JEFでは

最尤評価法と二方向文法という手法を採用している［6］．また，和文エディタに組み込まれている

カナ漢字変換マスタ辞書には，約10万語の単語が収録されている．しかし，日本語の特徴である多

数の同音異義語のために，この方式による完全なカナ漢字変換は不可能である．たとえば，「キノウ」

に対して，「機能」，「昨日」，「帰納」，「帰農」とあることからも明らかであろう．ちなみに，

日本語では，同音異義語の出現度は平均2．32語であると言われる．＊この同音異義語の選択の問題は，

一
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最終的には文章の意味解析の研究の進展にまたねばならないであろう［4］．

　このカナ漢字変換の効率，精度を向上させるために，利用者がどのような点に留意すべきか，ある

いは，現和文エディタに備わっている機能をどう使うかについて以下に記す．

　第1は，利用者が入力の際に分かち書きを考慮することである．たとえば，「花を渡します」と入

力したい時に，現和文エディタではどのように変換されたか，その一例を以下に示そう．現和文エデ

ィタでは，カナと共に，ローマ字表記による入力も可能なので，以下，後者を用いることにする．

　　　　ぽ㌫Wぽ1；￥鑑U　Lは名を私増す

　　　　HANA　WO　WAT．A　SHI　MASU　　　　　　　→はなを渡します

　　　　HA　NA　WO　WA　TA　SHI　MA　SU　　　　→はなをわたし間好

　第2は，同音異義語は避けられないとして，入力時にそれを次の候補に変換する機能（入力時再変

換），あるいは，いったん入力した後でコマンドでそれを再変換する機能を有効に使うことである．

また，同音異義語が多数あると思われる場合には，後述のS且OWコマンドでそれらのメニュー表示

を出しておいて選択する方法もある．しかし，いずれにせよ，入力時には少々誤って入力しても，後

でそれを校正・編集するという方向で作業を進める方が能率が上がる．第3は，現和文エディタに備

っている暫定辞書の機能を有効に使うことである．暫定辞書の機能とは，たとえば，前述の再変換な

どにより探り当てた同音異義語の選択語を，以後は優先して処理するようにすることである．ただし，

この機能は同一NEDIT内でしか働かない．自分の望む選択語を後々まで保存しておくには，次の

方法を用いればよい．1つは，望む選択語の入った漢字かな混り文をテキストマクロとしてマクロラ

イブラリに登録しておき，必要時それを引用する方法である．もう1つは，カナ漢字変換マスタ辞書

は書替え不可なので，個人で私的カナ漢字変換辞書を作成しておき，それに登録する方法である．大

学のように，専門分野ごとに専門用語が分化している所では，これらの機能は重要であると思われる．

a4　テキスト入力法

　テキスト入力から表示までのデータの流れを，図a6に示す．これから分かるように，EBCDI

Cにより入力したカナあるいはローマ字文字列などは，制御コードを除き，カナ漢字変換により，す

べてJEF漢字コードの漢字かな混り文に変換される．変換されずにEBCDICのまま残るのは，

制御コードだけである．こうして，EBCDIC，JEF漢字コード混在の保存テキストが作成され

る．ここでもシフトコードを意識する必要はない．

　テキストの入力に際して，カナ漢字変換を行わず，数字・英字のまま残しておきたい場合，カタカ

ナやひらがなで残しておきたい場合などもありうる．このための指定を変換指定といい，以下にその

例を示す．i）のように何も指定しなければ，カナ漢字変換される．　ii）は，ブランクの入力で，1

＊これは，「松下，山崎，佐藤：漢字かな混り文変換システム，情報処理，vo1．15，　No．1．　pp．

　2－9，1974」より引用した．しかし，この論文では，サンプルした単語が1万語程度とそれほ

　ど多くなく，またその出現頻度の一様性を仮定しているなど問題がないわけではないので，参考の

数値と考えていただきたい．
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カナ漢字

変換辞書

テキスト入力

NDP
　　　　→
キーボード

入

力

振

分

け

カタカナ，ローマ字

（EBCI）IC）

制御コード（EBC

漢字コード
テキストマクロ
　引用文字列　　マクロ引用

漢字かな

混り文
カナ漢字
変　　換

（漢字コード）

ラ

CDIC）

テキスト
マクロ引用

テキスト

〉

　　↑

　マクロ
　ライブ
　ラ　リ

用データセット上）

（注）　INP
　　は，PF
　　NPUT
　　用データ

編集用
データ

セット

表

示

処

理

　表示

（注）　INPUTモードのテキスト入力で
　　は，PF10キーを押したとき，及びI
　　NPUTモードを終了したときに編集

図3．6　テキスト入力から表示までのデータの流れ

個のブランクは分かち書きの区切りと見なされるため，π＋1個のブランクは，π個のブランクに変

換される．亘）は，無変換指定で，EBCDICの数字・英字をそのまま，JEF漢字コードの数字

・ 英字に変換する場合である．この際，英字については＃記号で，大文字，小文字の反転の指定が可

能である．iv）は，カタカナ，ひらがな指定である．　v）は，　SHowコマンドで各種見出しのメニ

ュー表示を出しておき，該当する番号を指定することにより，正しくカナ漢字変換を行うための指定

である．vi）は，漢字の音・訓の読みに対する指定である．いずれにせよ，この変換指定は正しいカ

ナ漢字変換を得るための1つの方法である．なお，参考のため，付表5に変換指定についてまとめた．

i）変換指定をしない入力

　KYOU一HA一YOI一TENKI一DESU．　一→今日はよい天気です．

ii）一（プランク）の入力

　　HANA一一u一GA一L」SAKU．　一→花一一L」が一咲く．

iii）無変換指定　／・・…　　／

　　／F．ACOM一M－200／　一一→　FACOM一M－200

　　／C＃OMPUTER一＃C＃ENTER／　一→　Computer一Center

　／FDMS／／JEF／　一→　FDMS／JEF

w） ご當：：フ：：：：：二

　　　K／TABUCHI／一且／KUN／　→　タブチくん

　　　K／KONPYU－TA／　　　　　　　 一→　コンピュータ

一 423一
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の ｛驚i三i忽㍍｛：二・W｝㌦しぷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メニュー表示を出しておく．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注．INPUTモードでは不可）
　　　　　　▼　　　　　　　　▼
　　　SH　　KINOU．Tで
　　　　メニュー表示　　1．機能　　2．昨日　　3．帰納　　4．帰農　と出た場合，

　　　SUUGAKU一TEKI一丁／KINOU．3／一　且OU　→　数学的帰納法

凛霞1二㌶：：ll二→｛：：°w｝㌦し｛：1；で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メニュー表示を出しておく．

　　　SH▼AI．P▼で

　　　　メニュー表示　　1．哀　　　2挨　　　3愛　と出た場合

　　　　　P／AI．3／一GA一AREL」BA　－→　愛があれば
　　　SHワKOTO．バで

　　　　メニュー表示　　1事　　　2．言　　　3異　と出た場合

　　　　　P／KOTO．3／一NARU一MOJI→　異なる文字
次に，ローマ字表記による入力の場合，注意しなければならない点をあげる．

1．「ン」を表わす「N」と，次にくる母音字または「Y」とを切り離す場合は，「N」の後に

　「X」を入れる．

　例．　　KINXEN（禁煙）　⇔　KlNEN（記念）

　　　　　KANXYUU（勧誘）⇔　KANYUU（加入）
　　　　　　　　＝

2．促音の「ッ」は，次にくる子音字を重ねる．

　例．　　且．APPYOU（発表）

なお，参考のため，付表6に，カタカナ・ローマ字対応表を掲げる．

35　テキスト作成法

　テキストを新規に作成する場合には，NEDITコマンドでNEWオペランドを指定すれば，1N

PUTモードになり，入力行からテキスト入力が可能となる．追加作成する場合には，　FORMAT

モードかEDITモードで表示されている時に，入力行にINPUTコマンドを入力して，　INPU

Tモードにすればよい．INPUTモード時の，テキスト作成の流れを以下に示す．
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入力行にテキスト入力

メッセージ行に

カナ漢字変換結

果の表示

入力終り

　　　YES

　　　　　　・NPUTモード終了して｛君｝モードに戻る・

ここで，再変換とは，前述の入力時再変換のことで，テキスト入力時，PF16キー押下により，メ

ッセージ行に次々に同音異義語を表示する機能である．以下に例を示す．

　「校正を」と入力したい時

　　　一一→KOUSEI　WO　　　　　　’・…　入力行
　　　　　　　　　↓　EMER

　　　　　　構成を　　　　　　・・…　メッセージ行
　　　　　　　　　↓　PFユ6

　　　　　　公正を　　　　　　・・…　メッセージ行
　　　　　　　　　↓　PF16

　　　　　　　校正を　　　　　　・・…　メッセージ行
　　　　　　　　　↓　o．K．

　　　　次のテキストを入力する

一
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a6種々のテキスト栢集法

　付表aに和文エディタにおけるコマンド入力形式一覧を掲げる．以下の説明において詳しく述べな

い部分は，これを参照されたい．EDITモードにおいては，従来のEDITのFSOと同じように

画面上で，文字の置換え，挿入（挿入キーによる），削除（削除キーによる）が可能である．なお，

以下で，1文字編集の場合にはSの付いたコマンド（1XSなど）を入力する．文字列編集の場合には，

文字列の最初と最後に，たとえば1XOOlXのように入力する（以下では，これを1X－「Xのよ

うに表わしている）．

1）再変撫よる置換え編集（II：’X（・x・h・ng・）コマンド）

同音異義語の誤まった文字列を置換えたい場合などに用いる．

　使用例：構成　→　校正と置換えたい場合

　　　原文：　　原稿の構成をする　　　　　　・・…　　表　示　域

　　　　　　　　　　　↓　1X－1Xコマンド入力

　　　　　　　　原稿の1×1Xをする　　　　・・…　　表　示　域

　　　　　　　　　　　↓EMER

　　　　　　　　公正　　　　　 ・・… 　メッセージ行

　　　　　　　　　　　↓　PF16

　　　　　　　　校正　　　　　 ・・… 　メッセージ行

　　　　　　　　　　　↓EMER

　　修正文：　　原稿の校正をする　　　　　　・・…　　表　示　域

2）文字列を入力テキストに置換える（1：；1R（・ep1・ce）コマンド）

使用例：SHOWコマンドで　KINOUとKOUSEIのメニュー表示既知とする．

　　原文：　　機能は，原稿の構成をした　　・・…　　表　示　域

　　　　　　　　　　↓　、R－「Rコマンドを文章の最初と最後に入力

　　　　　　　1R能は，原稿の構成をし1R・・…　　表　示　域

　　　　　　　　　　↓EMER
　　　　　　　　　　　　INPUT　モードになる

　　　　　　　T／KINOU．2／一HA，　GENKOU一NO一

　　　　　　　丁／KOUSEI．3／一WO　SHITA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　入力行

　　　　　　　　　　↓EMER

　　　　　　　昨日は，原稿の校正をした　　・・…　　メッセージ行

　　　　　　　　　　↓EMER

　修正文：　　昨日は，原稿の校正をした　　・・…　　表　示　域
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3）　列の複写（IC－『C（一）コマンド） ｛1…一）
　　　　　　CS　　　　　　・B（B。f。，e）と組み⇔せる

1C　コマンドの例

　　　　　　　　　情報処理………

　　　　　　　漢字システム………

　　　　　　　　　　　↓　「C－1C　コマンド入力

　　　　　　　　　1C報処1C……

　　　　　　漢1Aシステム・……・・

　　　　　　　　　　↓EMER

　　　　　　　　　情報処理………

　　　　漢字情報処理システム……

4）文字列の挿入（1｛；（in・e・t）コマンド）

使用例：「情報システム」の前に「漢字」を挿入する場合

　　原文：　　・…　　です．　情報システムに　・・　　　　　・…　　表　示　域

　　　　　　　　　　　　↓　11Bコマンド入力

　　　　　　　・…　　です．、IB報システムに・・　　　　・…　表示　域

　　　　　　　　　　　　↓　　INPUT　　モード

　　　　　　　　KANJI　　　　　　　　　　　　　・…　入力行
　　　　　　　　　　　　↓　EMER

　　　　　　　　感じ　　　　　　　　 ・… 　メッセージ行

　　　　　　　　　　　　↓　PF16

　　　　　　　　漢　字　　　　　　　　　　　　　　　　　・…　　メッセージ行

　　　　　　　　　　　　↓ENTER

　修正文：　　・…　　です．漢字情報システムに・・　　　　　・…　　表　示　域

　以上の他に，文字列の削除1D（delete）コマンド，文字列の移動1M（move）コマンド，他のテ

キスト内の文字列組み込み1G（merge）コマンドなどがあるが説明を省く．なお，以上のコマンド

は，すべて，EDITモード，　FORMATモードのいずれでも使える．

　これから説明するコマンドは，書式編集のために使用され，FORMATモードでしか使えない．

その理由は，この書式編集コマンドの入力により，NEDIT時に割当てられた編集用作業データセ
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ット上で，そのコマンドに対応した制御コードの付加，あるいは変更を行うからである．どのように

付加，変更されたかは，EDITモードに戻してみれば分かる．いくつかのコマンドについて説明す

る．

　5）強制改行　（「N（new　line）コマンド）

　　　　　○○○○○○○　　　　　　○○○○○○O
　　　　　　　　　　　　　ENTER　　　　　OOOO「N②③　　　　　　○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④⑤⑥⑦⑧　　　　　　　　①②③④⑤⑥⑦

6）空白の確保（「s（skip）コマンド）

　　　　○○○○○○　　　　　　　○○○○○○
　　　　○○○○○「S　　　　　」ENT］ER　　　OOO

　　　　OOOOOO　　　　－一一→　　○○○　空白
　　　　○○○、SOO　　　　　　　　　　　　　 OOO
　　　　　空白は，本文領域の左端と右端のいずれか一方，あるいはそ

　　　　　の両方に接するように指定しなければならない．

7）空白の削除（、E（erase）コマンド）

○○○○○O
l　IE；①②③
‘　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　リ

l　　l④⑤⑥
コ　　　　　　ロ
㌔……一一‘ ⑦⑧⑨

ENTER

　　　　　空白のどこでもよい

8）行頭の字下げ（1W（down）コマンド）

　　　　字下げ

○○○○○○
①②③④⑤⑥

⑦⑧⑨⑩⑪⑫

⑬⑭⑮⑯⑰⑱

○○○○○○○
①②「W④⑤⑥⑦

⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭

⑮⑯⑰⑱⑲⑳⑳

ENTER
○○○○○○○

　　①②③④⑤

　　⑥⑦⑧⑨⑩

　　⑪⑫⑬⑭⑮

字下げの解除

○○○○○○○

　　○○○○0
1W　①②③④⑤
　　⑥⑦⑧⑨⑩

ENTER

－
→

○○○○○○○
　　○○○○○
①②③④⑤⑥⑦
⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭
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　次に，書式編集の一つとして，表を作成するコマンドについて概説する．表の行方向をレコード，

列方向をカラムと呼ぶ．下図に示すように，表を作成したい位置に1T．Aコマンドを入力し，　ENT

ERキーを押すと，メッセージ行に表の形式問合わせが出てくるので，それを指定してやればよい．

9）表の作成　（「T．A（table　add）コマンド）

　・「TAの入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・表の表示（テキストなし）

1
TA－一一一一つEMERキ＿
　　　　　　　　／
　　　　　　　／　　　　一一一一一一一一〉
　　　　　　／

　　　　　／
　　　　／
　　　／

　　／
　／
　／

（入力行）

表

の（
形オ
式ぺ
の㌘

蘇
定）

　　ENTERキー

一　一　一　一一　　一　　一　　一　一　　一　一
！
！
／1’

1！
！
！
1一一一一一一一一一 →

最も簡単には，たとえば，次のように入力行に表の形式を指定したとすると，カラム幅がそれぞれ5，

5，10文字，レコード数が3の，テキストなしの表枠が得られる．

　　　　（5　5　10）　3　　　　”°°・　入力行

　　　　　　　　　↓

十一一一一一十一一一一一十一一一一一一一一一一十
l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

十一一一一一十一一一一一十一一一一一一一一一一十
l　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

十一一一一一十一一一一一十一一一一一一一一一一十
1　　　　　　　！　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

十一一一一一十一一一一一十一一一一一一一一一一十

あとは，今まで述べたテキストの複写，挿入などのコマンドで，表をテキストで埋めればよい．ND

P表示上は，罫線が破線になっているが，KlNG（文章処理）で出力すれば，きれいな実線が得ら

れる．

37　テキストマクロの使用法

　漢字を含むある文字列に適当な名前（マクロ名）を付けて登録しておき，あとで参照，引用などが

できる．

テキストマクロ＝マ　ク　ロ　名＋　マクロ定義体

　　　　　　　　一　　　　　一一一一一
　　　　　　　　　英数字4文字　　　236バイト以内
　　　　　　　　　　　　以内
　　　　　　　　（英字で始まる）
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1）テキストマクロの登録

　　NEDITコマンドのMACLIBオペランドあるいはMACLIBコマンドにより，前もって

　マクロラィプラリを割当てておく必要がある．

　i）DEFMACコマンド

　　　DEF　　マクロ名　　ワマクロ定義体・

　　　　　　マクロ定義体にEBCDICの文字を指定するとカナ漢字変換が行われる．

　ii）1Q（quote）コマンド

　　　編集テキスト中のマクロ定義体として登録したい部分を「Q－1Qで指定して，　ENTERキ

　　ーを押し，その後入力行にマクロ名を入力する．

2）テキストマクロの引用など

　入力テキスト中，文字列オペランド中に次の形式で引用できる．

　　　　　　　Q／マクロ名／

使用例： ＝二：：笥と定義されてし・る場合・

CHANGE　　1．3　1．10　▼Q／D1／▼　▼Q／D2／▼ALL

　　　　　　　　　　　　↓

CHANG－Eコマンドは，文字列変更のためのコマンドである．この例では，参照番号1．3

　から1．10のテキスト申，「である．」調はすべて「です．」調に変えられる．

a8　私的カナ漢字変換辞書の使用法

1）私的辞書への単語の登録（「T（tango　update）コマンド）

　　NEDITコマンドのDICTIONオペランドあるいはDICTIONコマンドにより前もっ

　て私的辞書が割当てられていなければならない．

　　編集テキスト申の，新単語として登録したい部分を「T－1Tで指定して，ENTERキーを押

　し，その後入力行に見出しを入力する．

4　KING（文章処理）の使用法

　41　概　　　要

　KING（文章処理）の機能は，図atに見られるように，日本語文章の中に組み込むための図版

を抽出する図版データ編集と，保存テキストの中に付加されている制御コードを解釈することにより，

図版なども含んだ体裁の整った日本語文書をNLPに出力するテキストフォーマッティングとから成

る．制御コードは，書式を整えるための種々の指示を表わし，1段組か2段組かの段組の指示あるい

はページの大きさなどを指示するページ形式の指定，字下げ，ピッチ詰め，アンダーラィン付加など

の指示をする字詰めの指定，ページ内での空白確保および確保した空白への図版出力の指定などを可

能にする．この制御コードの入力形式一覧を，付表4に掲げる．
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42使用　法
1）テキストフォーマッティング

　・図版出力がない場合（テキストのフォーマッティングのみ）

　　／／　　　　　．EXEC　TEXTFMT

　　／／OLDTEXT　DD　DSN＝F9999．KANJI（．EX3），DISP＝SHR
　　／／SYSIN　DD　　　＊

／　　PARA　I、PI＝6

＠PG・＝52！66，2／0！9＠

＠AR＝0／0＠

←　PA　RA文

←　ページ形式

←領域定義

　／／

・ 図版出力がある場合　→　KNGWTRを指定する

／／　　　　．EXEC　TEXTFMT，WTR＝KNGWTR

　／／OLDTEXT　DD　DSN＝F9999．　KINGT．　DATA！DISP＝SHR

　／／ZUHAN　　　DD　DSN＝F9999．　ZU且AN！DISP＝S且R

　／／SYSIN　　　DD　＊

PARA文
ページ形式

領域定義

／／

フォーマッティングの形式指示のため，SYSINで，PARA文，ページ形式，領域定義を与える．

すべて標準値を用いる場合は，SYSIN　DD文を省略すればよい．　PARA文では，1ページに

2ページ分のテキストを割りつける時以外は，行送りの6LPIか8LPIかだけを指示すればよい．

ページ形式，領域定義については，付表4を参照されたい．ページ形式では，段組の指示により，同

じ文章を1段組でも2段組でも出力できる．なお，出力すべき保存テキストに対するDD名がOLD

TEXTで，図版データセットに対するそれがZUHANである．

2）図版データ編集

　　／／　　　　　EXEC　Z且NEDT

　　／／Z且NIMG　DD　DSN＝F9999．　ZHNIMG！DISP＝S且R

　　／／ZU且AN　　DD　DSN＝F9999．　ZUHAN！DISP＝（！CATI」G）！

　　／／　　　　　　　　　　UNIT＝PUB／SPACE＝（TRK！（10！10／5））

　　／／SYSIN　　DD　＊

／　SEL　　N＝図版名 ←SEL文

／／

一
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SYSINのSEL文で，図版NLP出力イメージから図版データを抽出することを指示する．表

4tに，SEL文の記述形式を示す．図版名は，英字で

始まる英数字8文字以内を指定する．この図版名が，図

版データセットのメンパ名となる．すなわち，図版デー　制御

タセットは区分データセットでなければならない．内部

空白あるいは段頭段末空白制御コードの図版名の部分に，

この名前を指示することにより，空白岨版を出力する／

ことができる．なお，図版N］」P出力イメージに対する

DD名がZHNIMGで，図版データセットに対するそ

れがZUHANである．

表4．l　SEL文の記述形式

制御
文字
名札
欄
オペレー

ション欄 オペランド欄

SEL N＝図版名GPAGE＝
ページ番号〕

／ 〔，X＝（シフト文字数，

図版文字数）〕
〔，Y＝（シフト行数・図

版行数）〕

GP－｛晶｝〕

GロST－｛YESNO｝〕

使用例：

　　　　5ページ目の3行目から4行分，6文字目から4文字分をZHNO20という図版名で抽

　　　出する例

　　　　　　　　／　SEL　N＝ZHNO20，PAGE＝5，X＝（5，4），Y＝（2，4）
　　　　上記で示した図版を内部空白に出力するときの制御コードの例．

　　　　　　　　＠SK＝3，　ZHNO20＠

4a備　　　考

　現在，KING（文章処理）の実行は，バッチ処理あるいはTSSのFIBジョブによるしか手が

ないが，NLPおよびKINGラィタを割り当てるコマンドをセンターで作成したので，これらすべ

ての処理がTSSのコマンドで可能になる予定である．センターニュース等に注意されたい．

5　PL／1，COBOLにおける使用法

5t　PL／1における日本語処理

　従来のPL／1コンパイラにオプション

としてJEF機能が追加された．

　利用者は日本語処理を行うステートメントを含む原始

原始
プログラム

プログラムを入力して・JEFオプションの指定を行い　日本語
コンパイルする．ここで旧本語項目変鰭書は原始プ囎・・→肌／・コンパイラ⇔作親

ログラムに日本語定数の指定がある場合に，カナ漢字変

換用の辞書として参照する．

　日本語処理のサポートで追加されたコンパィラオプシ

ョンの機能と，EXEC文のパラメタの指定方法を次に

示す．

オプジエ

クトモジ

ユール

コンパイル
　リスト

図5．1　PL／1コンパイラの処理形態
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PARM－’
〔｛蒜EF｝〕〔・｛㌃lll無；NIX）〕〕〔・｛ll器iE｝〕・

　　　　　　↑　　　　　↑　　　　　　　　　　↑
日本語データの処理　　JEFオプシ・ンの指定時に有効．　JEFオプションの指定時
機能を使うかどうか　　日本語定数をJEF漢字コードに　　に有効．入力原始プログラ
を指定する．　　　　　変換した一覧表を日本語（N）又は16　ムを出力するかどうかを指

　　　　　　　　　　　進数（X）で印刷するかどうかを指定　　定する．

　　　　　　　　　　　する．

5tt　日本語データ処理機能

　PL／1コンパイラでは，日本語データを扱うために以下の属性や定数表現が設けられた．

・ 日本語文字列変数であることを示すNCHARACTER属性．（省略形　N　CHAR）

・日本語定数　　　　　表51．参照

・ 日本語データを印刷する際の文字の大きさを示すMODE属性．

・ 日本語データ出力ファイルであることを定義するENVIRONMENT属性に指定するJEFオプショ

　ン．

　　次に各機能の詳細について述べる．

（1）　日本語文字列変数

　　　原始プログラムの中でNCHAR属性を指定するとその変数がJEF漢字コードを扱うことを

　　意味する．　記述形式：
　　　　　　　　　　　　　　変数名　NC且．AR〔（長さ）〕

長さ属性では文字数を指定し，実際の記憶領域は文字数の2倍のバイト数分を占有する．指定で

きる最大値は16，383で，最小値は0，省略すると1（2バイト）とみなされる．

　例）　DCL　　MOJIl　　NCH．AR（10），　　　　　　　　　　　　　…①
　　　　　　　　　MOJI2　　NCH．AR（3）　INlT（▼ヶイサンキ▼NN）；…②

①は変数MOJIlが10文字（20パイト）の日本語文字列であることを示し，②は、ケィサ

ンキ”が日本語項目変換辞書より、計算機”と変換されてMOJI2へ代入される．

　日本語文字列変数は後述の日本語定数と共に，データの型変換が不要な次の文脈で指定できる．

・レコード変数

・INITIAL属性の項目
・ 代入文

・比較式

・ アーギュメント，パラメータ

・ ．ALLOC．ATE文，　FREE文
　　　　　　　タ・ レコード転送文のキー

・

RETURN文
・ 列処理用の組込み関数／擬変数であるP」▲PEATやUNSPEC

使用上の注意としてVARYING属性が指定できないこと，NCHAR属性を含む構造体のレ
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ベルは14以下であることなどがあげられる．

②　日本語定数

　　日本語定数は表5tに示すとおり6種類の指定方法があり，どの日本語定数もコンパイル時に

　JEF漢字コードに変換される．

　　　　　　　　　　　　　　　　表5．1　日本語定数一覧と記述例

No． 日本語定数の種類 記　述　形　式 変　換　処　理 記　述　例 蛮換結果

1 日本語項目定数 ’EBCDICの文字列’NN

指定された文字列をキーに日本

語項目変換辞書（事務処理用語

辞書等）を検索してJEF漢字コー
ドに変換する．

’シメイ’NN ’氏名’

2 日本語英数字定数 ’EBCDICの文字列’NA
指定されたEBCDICの英数字カ
ナを．同じ文字を表わすJEF漢
字コードに変換する．

’リスト’NA ’リスト’

3 日本語連想定数 ’カタカナ文字列’NK

　　　　書KISコードで指定されたカタカ

ナ2文字を対応する漢字のJEF
漠字コードに変換する．

’カフシキカイシャ’NK ’株式会社’

4 日本語ひらがな定数 ’カタカナ文字列’NH

EBCDICのカクカナで指定され
た文字列をJEF漢字コードのひ
らがなに変換する．

’フリカ◆ナ’NH ’ふりがな’

5 16進文字列定数 ’16進数文字列’NX
指定された16進数をそのままコ

ー
ドに変換する．

’BDEAC2BO’NX ’所属’

6 日本語コード定数 ’JEFコード列’NC

シフトコードを含むJEF漢字コー

ド列からシフトコードを取り除

く．（NDPから入力する場合に
用いる）

’⑬年度④’NC ‘年度’

注）1で指定できる文字列の長さは28文字以内で，あらかじめ辞書に登録されていること．

（3）MODE属性

　　MODE属性は日本語データを日本語出力装置（日本語ラィンプリンタ装置・日本語ディスプ

　レイ装置）に出力する場合，EBCDIC（1バイト）とJEF漢字コード（2バイト）及び文字

　の大きさを区別するためのシフトコードを付加する機能である．

　　しかし，実際にシフトコードを付加するのは，後述の出力ファイルのEN　V　I　RONMENT属性

　のJEFオプションの指定による．

　　記述形式：

　　　〔豊…鵠〕：：：：：：11㍍1間執1㌘の文字；大きさ鱈：馴：

　　　　　　　　　　　　　　省略時はMODE（1）がとられる．

　例）

　　DCL　1　0UTREC，
　　　　　　　　　2　CTLC　CHAR（1）　INIT（1一り，…印刷前の紙送りの指示．1行改行

＊KISコードとは，カナ2文字を漢字1文字に対応づけるコードのことである．このコードには，

対応する漢字から容易に連想できるカナ文字が用いられており，たとえば，「イヤ」は「医」を表

わし，「アホ」は「愚」を表わす．
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2　Al　　　NCH．AROO　MODE（1），・一・12ポで印刷

2　A2　　　CHAR⑮，

2　A3　　　NCHAR（5）MODE（2），……　9ポで印刷

2　A4　　　NCHAR（3）；　　　　　　・・…・12ポで印刷

制
御コード

KSコード

漢　字　　コ　ー　　ド

全1ド

EBCDIC

誓了ド

漢字
コード

§〒ド

漢コ
1字ド

　　DCL　1　0UTR．ECI　MODE（2），
　　　　　　　　2　CTLC　CHAR（1）　1］NIT（，11），……改頁

　　　　　　　　2　Al　　　NC且AROO，　　　　　　　……9ポ

　　　　　　　　2　A2　　　　CHAROiヲ，

　　　　　　　　2　A3　　　NCH．AR（5）　MODE（1），　……12ポ

　　　　　　　　2　A4　　　NCHAR（3）；　　　　　　　……　9ポ

　　　注）MODE属性はNCHAR属性を持つ文字列のみ有効である．

　　　　　主構造体・従構造体で異る指定をする時は下位属性が優先する．

　　　　　NDPへの出力では文字の大きさは一種類のみ．

（4）ENVIRONMENT属性のJEFオプション

　　NCHAR属性を含む構造体や変数を日本語出力装置に出力する場合はENV属性にJEFオ

　プションの指定が必要である．JEFオプションはWRITE文でレコードを転送する時にMO

　DE属性で指定されたシフトコードを付加する．

　　記述形式：

　　　DCL　NLPFIL．E　FILE　OUTPUT　RECORD
　　　　　　　　　　　．ENV（V，RECSIZE（307），CTI」A，JEF，………）；

　　JEFオプションを持つファイルのレコード長は，NCHAR属性を持つ変数の前後にシフト

　コード（1バイト）を付加した長さであり，この場合，隣り合う変数が同一のMODE属性を持

　つ時は付加されない．

　　従って，RECSIZEには日本語出力装置で使える最大長（307バイト）を指定し，レコー

　ド形式はV（可変長）かU（不定長）形式とした方が良い．なお，シフトコード自身は印刷時に

　は現れない．

　　例）　DCL　FI　FILE　OUTPUT　RECORD　ENV（V，……　　），

　　　　　　　　　F2　FILE　OUTPUT　R．ECORD　ENV（V，　JEF，……）；

　　　　　DCL　1　0UTREC，
　　　　　　　　　　　2　CTLC　CHAR（1）　INIT（↑L｝1），

　　　　　　　　　　　2　AI　　　C且AR⑳，

　　　　　　　　　　　2　A2　　　MODE（2），

　　　　　　　　　　　　　3　　　jB　l　　　NCHAR（5｝，

一 435一　　　　　　　　　　九州大学大型計算機センター広報

　　　　　　　　　　　　　　VoL　　13　NO　4　1980



解　　　説

　　　　3　B2　NCH．AR（4）；

WRITE　FILE（F1）　FROM（OUTREC）；…シフトコードは付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加されない．

WRITE　FILE（F2）　FROM（OUTREC）；…シフトコード付加．

5t2　各種サブルーチンの利用

　PL／1のプログラムで日本語データの処理を行うとき，ADJUSTやKINGの汎用サブルー

チンを利用できる．ADJUSTのサブルーチンは，JEF漢字コードに変換するための支援プログ

ラム群であり，表52に示した機能を持っている．またKING（帳票出力）のそれは，プログラム

処理の中で日本語データを出力する際の編集処理のための支援プログラム群であり，編集データの揃

え（中央揃え，右詰め，均等揃え，氏名揃え）や編集データの分割または結合の機能を持つ．

　なお，PL／1の日本語処理機能およびADJUST，KINGの使用法についてはPL／1の使

用例としてあげた図5．4のマニュアルを参照のこと．

　　　　　　　　　　　　　　　表5．2　ADJUSTサブルーチン

サブルーチンの種類 機　　　　　　　　　　　　能

日本語項目コード変換サブルーチン
日本語項目変換辞書を参照して，日本語項目コード（EB

CDIC）からJEF漢字コードに変換する．

英数字カナコード変換サブルーチン EBCDICを同じ文字を表わすJEF漢字コードに変換
する．

カタカナひらがな変換サブルーチン EBCDICのカタカナで指定された文字列をJEF漢字
コードのひらがなに変換する．

KISコード変換サブルーチン
KISコードで指定された文字列をJEF漢字コードに変
換する．

16進コード変換サブルーチン 16進数をJEF漢字コードに変換する．

日本語ファイルァクセスルーチン 日本語ファイルの内容をフィールド単位に読み取る．

5t3　使用　法
　（1）　ジョブ制御文

　　　PL／1の日本語処理のためのカタログドプロシジャは従来のPLIXC，　PLlXCLG等

　　が利用でき，コンパィラオプションとして、JEF”を指定すればよい．なお，NLPへ各種リ

　　ストを出力するには出力クラスに0の指定が必要となる．

　　例1）　／／　　EXEC　PLIXC，PARM＝JEF，　SYSOUT＝0　・・……◎

　　　　　　／／PLI．　SYSIN　DD　＊

　　　　　　　　　ソースプログラム
　　　　　　／／
　　　　　　　　①日本語データを含むプログラムの翻訳をすることを示す．
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例2）

　／／Annnnmm　一一」OB一Fnnnn，パスワード，　MSGCLASS＝0　　・・…・…①

　／／EXEC　PLIXCLG，PARM＝▼JEF，　JCONST（N）t　SYSOUT＝0………②

　／／PLI・SYSIN　DD　DSN＝データセット名，　DISP＝S且R　　　　　………③

　／／GO．出力ファイル名　DD　SYSOUT＝0　　　　　　　　　　　　　　………④

　①システムメッセージの出力をNLPに行う．

　②日本語データを含むプログラムを翻訳する．プログラム中に使用している定数を漢字コード

に変換後，その一一覧表も出力する．

③ソースプログラムの入っているデータセット名を示す．

④実行時の結果をNLPに出力することを示す．

（2）使用　例

　・入力プログラム

00000010　PRO　ユ：　　PROCEDURE　OPTIONS　（　MAIN　）；
00000020　　　DCL　NF工LE　FILE　　RECORD　ENV（V　RECSIZE（307》　CTLA　JEF　CONSECUTIVE）β
OOOOOO30　　　DCL　1　0UT　A，
00000040　　　　　　　　　2　CLTA　　　CHAR（4），
00000050　　　　　　　　　2　AI　　　　　NCHAR（4）　工NIT（　・PL／1・NA　），

OOOOOO60　　　　　　　　　2　A2　　　　　NCHAR（5）　工N工T（　．：チホ⊃クコウフリカ．NK　），

00000070　　　　　　　　　2　A3　　　　　NCHAR（4）　INIT（　．ノタメノ．NH　），

00000080　　　　　　　　2　A4　　　　　NCHAR（2）　1NIT（　．サ⊃コウ・NN　），

OOOOOOgO　　　　　　　　　2　A5　　　　　NCHAR（2）　1NIT（　．フ“⊃ケ⊃，NN　），

00000ユOO　　　　　　　　　2　A6　　　　　NCHAR（7）　1NIT（　．A4F2BED2B2FOA4B7A4DEA4BgAIA5．NX　），
OOOOOl10　　　　　　　1　0UT　B，
00000120　　　　　　　　2　CTLB　　　CHAR（1）　　1N工T（　・O．　），
00000130　　　　　　　　2　BI　　　　　CHAR（6）　　1NIT（　．　　　　　（．　），

00000140　　　　　　　2　NU柄　　　PIC．9．，
00000150　　　　　　　　2　B2　　　　　CHAR（2）　　IN工丁（　．）　．　），

00000160　　　　　　　　　2　柄ANUAL　NCHAR（20）　HODE（2），
OOOOO161　　　　　　　　2　CODE　　　CHAR（12）膓
OOOOO170　　　DCL　DATAI　　　NCHAR（6）　　工N工T（　．PLノエ，NA　），
00000180　　　　　　 DATA2（2）　NCHAR（5）　工N工T（　．フ三ホオカク・NK，　・5トヨケオテヒクカク．NK　），

OOOOOユ90　　　　　　　DATA3（4）　CHAR（12》　工NIT（　．64SP－3064－1．，　・64SP－3074－1・，
OOOOO19ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，64SP－6620－1，，　・70AR－8201－1．　）；

00000ユ92　　　DC’　I　FIXED　BIN（15）；

00000ユ93
00000200　START：
OOOOO210　　　　0PEN　F工しE（NFILE）　OUTPUT　；
00000220　　　　NUM　＝　ユ；
OOOOO230　　　　WR工丁E　F工LE　（　NFILE　）　FROM　（　OUT　A　）；
00000240　　　　DO　1　＝　1，　2，　2；

00000250　　　　　　　1F　NUM　＝　3　THEN　DATA1　＝　・ADJUST．NA；
OOOOO260　　　　　　　MANUAL　＝　DATAI　lI　DATA2（1）；
0000026ユ　　　　　　CODE　　　＝　DATA3（NUH）；
00000270　　　　　　　WRITE　FILE　（NFILE）　FRO柄　（　OUT　B　）；
OOOOO280　　　　　　　NUM　＝　NUH　＋　1；

00000290　　　　END；
00000300　　　　MANUAL　＝　1K　I　N　G　（　メモヘヒヤヤリキ）　ノ　J　E　F　トケセホカク．NK；

00000301　　　　CODE　　　＝　DATA3（NUM）；

OOOOO310　　WRITE　FILE（NFILE）FROH（OUT　B》；
00000320　END　PRO　1；

図5、2　PL／1の使用例のソースプログラム
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・ JCONST（N）指定による出力
＊＊　NCHARACTER　CONSTANTS　TABLE　塞＊

LINE　CONSTANT　IN　SOURCE　　　　　　　日本語表示
　　5　　　，PL／1．NA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，PL／1・
　　6　　　°：チホンクコウフリカ゜NK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°日本語処理゜

　　7　　　リタメノ・NH　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．のための，

　　8　　　°サ⊃コウ゜NN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．参考．

　　9　　　°フ“⊃ケ⊃°NN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°文献゜

　10　　　・A4F2BED2B2FOA4B7A4DEA4BgAlA5．NX　　　　・を紹介します．．
　18　　　．PL！1・NA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・PL／1．
　19　　　°フ三ホオカク゜NK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°文法書゜

　ユ9　　　°シトヨケオテヒクカグNK　　　　　　　　　　　　　　　　　9使用手引書゜

　29　　　．ADJUST．NA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ADJUST．
　35　　　°K　工NG　（メモヘヒヤヤリ‡）！J　E　F　トケ＊　　　　・KING（帳票出力）／JEF解説書゜
　　　　　＊セホカク．NK

＊＊　NO　SUBPROCESSOR　DIAGNOSTIC　柄ESSAGES　＊＊

　　　　　　　　　　　　　　図5．3　漢字コード変換一覧表

・ 結　　果

PL／1日本語処理のための参考文献を紹介します．

（1）　PL／1　　文法書　　　　　　　　　　　64SP－3064－1

（2）　PL／1　　使用手引書　　　　　　　　　64SP－3074－1

（3）ADJUST使用手引書　　　　　　　　　64SP－6620－1

（4）KING（帳票出力）／JEF解説書　　　70AR－8201－1

図5．4　図5．2のプログラムの実行結果

52　COBOLにおける日本語処理

　COBOLの日本語処理はCOBOLプリプロセッサ（PRECOB）で行う．
　利用者は日本語処理を行うステートメントを含むプログラ　　　　　　　　　　　　鷲㌍竪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SYSLlBムを拡張COBOL原始プログラムとしてPRECOBに投

入し，通常のCOBOL命令に変換する．続いてCOBOL　　　　　　　　　　　　　＾

のコンパイルを行う．PRECOBが翻訳時に参照するファ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業用
イルには日本語項目変換辞書，登録集（5．2．1参照）が　フアイル

ある．

　PRECOBのコンパィラオプションの機能とEXEC文　鰍結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスト
のパラメータの指定方法を次に示す．

PARM一ワ
〔　SOURCE｛NOSOURCE｝もN5｝圭iiT喘R｝）｝　．

COBOL
　原始
プログラム

u本語
項　目

変換辞書

　　　　↑　　　　　　↑　　　　　作業用　　　C・B・L　　　登録集
拡張原始プログラ　　日本語直定数をJEF漢
ムの印刷を行うか　　字コードに変換後の一覧

どうかを指定する．　表を日本語又は16進数
　　　　　　　　　　　で印刷するかどうかを指　　　叫｛絆　　　　†プ、．クト

　　　　　　　　　　　定する．

図5．5　PRECOBの処理形態
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｛　　LIB，NOLIB｝｛・N諾：T｝｛・N88』2きL｝〕ワ

　　　　↑　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　↑

拡張原始プログラ　　PRECOBの出力　　　拡張原始プログラムを
ム登録集機能，又　　（COBOL原始プ　　　コンパィルし，　COBO
は原始プログラム　　ログラム）を印刷　　　L原始プログラムをdd

登録集機能を使用　　するかどうかを指　　　名SYSCOBのDD文
するかどうかを指　　定する・　　　　　　で定義されたデータセ

定する．　　　　　　　　　　　　　　　　ットに出力するかどう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かを定義する．

521　日本語データ処理機能

　PRECOBでは，日本語データを扱うために以下の機能をサポートする．

・ 日本語項目の定義．

・ 日本語直定数の定義．　表53参照

・ 日本語データを印刷する際の文字の大きさを示すシフトコードの付加．

・ 登録集の引用

　　次に各機能の詳細について述べる．

（1）　日本語項目の定義

　　　拡張COβOL原始プログラム中のデータ記述項において日本語項目の定義を行う．

　　　記述形式：　　基本項目　PICTURE　N（長さ）

　　　長さは文字数を指定し，実際の記憶域は文字数の2倍のバイト数分を占有する．指定できる最

　　大値は16，383．　PlCTURE句の文字列は文字1N1でのみ構成されていなければなら

　　ない．

　　　例）

　　　　　01　0UT－REC．
　　　　　　　02　NO　　　　　　　PIC　X（3）．

　　　　　　　02　NAME　　　　PIC　N（8）．　……8文字（16バイト）の日本語文字列を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す．
　　　　　　　02　AGE　　　　　PIC　9（3）．

　　　　　　　02　SECTION　PIC　NNN　VALUE　NN▼ケイサンキワ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　日本語項目変換辞書より、計算機”に変換される．

　日本語項目は次の文脈で指定できる．

　・比較命令　　　　　〔NOT〕＝，〔NOT〕EQUALのいずれか．

　・MOVE命令　　　送り側と受け側は共に日本語項目であること．

　・WRITE命令

　・CALL命令，ENTRY命令及び手続き部の見出しのUSlNG句

②　日本語直定数

　　　日本語直定数は表53に示すとおり6種類の指定方法があり，JEF漢字コードに変換後の長

　　さが60文字（120バイト）以下でなければならない．

　　　定数として　SPACE，　SPACES，ALL日本語直定数の表意定数も指定できる．
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表5．3　日本語直定数一覧と記述例

No． lr淀数の種類 記　述　形　式 PRECOBの処理　　　　　　ノ 記　述　例　　’ 翻訳結果

1 日本語項目直定数 NN’EBCDIC文字列’

指定されたEBCDICのこ茎字列を

キーに日本語項｛1変換辞．8｝（事

務処理用語辞書等）を検索して・

JEFi貨rコードに変換する．

NN’テ’ンシケイサンギ

　　　　　一

’電子計賄’

日本1、’｝英数｝：直定数 NA’EBCDIQ文字列’
指定されたEBCDICの文字列を
同じ文字を表わすJEF漢字コー
ドに変換する．

NA’ABC’ ’ABC’

ll本語連恕直定数 NK’EBCDIα文字列’

KISコードで指定された文字列
の2文字ずつをそれぞれ対応す
る漢字のJEF漢字コードに変換
する．

NK’ウルウエ’ ’売上’

4 ll本語ひらがな直定数 NH’カタカナ文字列’
EBCDICのカタカナで指定された
文字列をJ電F漢字コードのひら
がなに変換する．

NH’ヒラカ’ナ” ’ひらがな’

5 1体語16進数直定数 NX’16進数文字列’
指定された16進数4桁をJEF漢
字コードとして内部コードに変
換する．

NX’BO　A　6’ ’愛’

6 日本語コード直定数 NC’JEF漢’「：コード列’

シフトコードを含むJEF漢字コ

ー ド列からシフトコードを取り
除く．NDPから入力する場合に
用いる）

NC’⑯漢字④’ 1漢字’

　　注）1で指定できる文字列の長さは28文字以内で，あらかじめ辞書に登録されていること．

　日本語直定数及び表意定数は次の文脈で指定できる．

　・VALUE句
　・比較命令

　・MOVE命令の送り出し側

（3）シフトコードの付加

　　日本語データを日本語ラィンプリンタ装置，日本語ディスプレイ装置に出力する場合，EBC

　DIC（1バイト）とJEF漢字コード（2バイト）及び文字の大きさを区別するためにシフト

　コードを付加する必要がある．利用者はデータ記述項でCHARACTER　TYPE句を使用して

　シフトコードの有無と種類を指定する．

記述形式：〔CHARACTER　TYPE・S〕｛跳｝：：：11‡｛混1＝の文字；大きさ

　CHARACT．ER　TYPE句は日本語項目又はそれを含む集団項目にのみ指定でき，集団

項目に書くとその中のすべての日本語項目に適用される．同時に異った指定をしてはならない．

日本語データを含むレコードを日本語出力装置に出力するにはWRITE命令による．なお，シ

フトコードの付加はWRITE命令の直前で行われる．

　例1）　FD　LP－FILE・・◆・
　　　　　01　LP－REC．
　　　　　　　02　LP－DATA　PIC　X（307）．
　　　　　0工　OUT一REC　】』40DE－1．

　　　　　　　02　FILLER　PIC　X（4）　VALUE　SPACE．
　　　　　　　02　NO　　　　PIC　X（3）．
　　　　　　　02　NAME　　　PIC　N（8）．
　　　　　　　　　　…

　　　　　　　WRITE　LP－REC　FROM　OUT－REC　AFT．ER　2．
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解　　　　説

例2）

　　01　0UT－REC
　　　　O2　FILLER　PIC　X（4）　VALUE　S、P．ACE．
　　　　02　NO　　　　PICX（3）．
　　　　02　NAME　　　PIC　N（8）　MODE－1．
　　　　02　AGE　　　　PIC　9（3）．
　　　　02　S、ECTION　PIC　N（3）　VALUE　NN▼ケイサンキワ　MODE－2．

　　　　WRIT過　OUT－REC　BEFORE　2．

例3）

　例1で下記のようにするとシフトコードは付加されない．

　　　　MOVE　　OUT－REC　TO　LP－D．ATA．←送り側のシフトコードは受け側に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MOVEされない．

　　　　WRITE　LP－REC　．AFTER　2．

（4）登録集の引用

　　拡張原始プログラムによる登録集の引用には次の2通りがある．

・ COBOLプログラムを作成する上で，共通に用いられるファイル記述，レコード記述や手続き

　などを利用者の作成する登録集に登録しておき，INCLUDE命令によって拡張原始プログラ

　ムに組み込むことができる．（COPY命令はCOBOLコンパイル時のみ有効）

・ 拡張原始プログラム全体を登録集に登録しておき，翻訳時に呼び出して変更・追加・削除等の処

　理をしてPRECOBの入力プログラムとすることができる．（BASlSカード，　INSER

　Tカード，DEI、ETEカード）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録集　メンバ名：RECO1
　　例1）

　　　01　0UT－REC．

　　　　INC］二UDE　R．ECO1．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02　FlLLER　PIC　X．

　01　MSGO1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02　NO　　　　PIC9（3）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02　NAME　　　PIC　N（8）．

例2）

　／／SYSIN　DD　＊

　　　　BASIS　PROGO1．
　　　　INSERT　OOO500　　　　　　　　　登録集　メンパ名：PROGO1

00510　MOVE　O　TO　COUNT．

　　　DELETE　OOO600

00610　ADD　　l　TO　COUNT．

000100　1DENTIFICAT10N　DIVIS10）ミ．

000200　PROGRAM－1D．　PROGO1．

一
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522　各種サプルーチンの利用

　COBOLのプログラムで日本語データの処理を行うとき，5．1．2で述べたADJUSTや，

KINGのサブルーチンが利用できる．

　なお，COBOLの日本語処理機能及びADJUST，KINGの使用法については，COBOL
の使用例としてあげた図5．8のマニュアルを参照のこと．

523　使　用　法

（1）ジョブ制御文

　　　COBOLの日本語処理のためのカタログドプロシジャは入力プログラムの翻訳のみを行う

　　COBNと，翻訳・結合・実行を行うCOBNCLGが利用できる．なお，システムメッセー

　　ジや実行結果をNLPへ出力させるには出力クラスに0の指定が必要となる．

　　　例1）

　　　　　／／Annnnmm一一JOBL」Fnnnn，パスワード，　MSGCLASS＝0　　・・…・①

　　　　　／／　EXEC　COBN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……②

　　　　　／／NCOB．SYSIN　DD　＊

／／

①　システムメッセージの出力をNLPへ出力する．

②日本語データを含むプログラムを翻訳し，各種リストをNLPに出力する．

例2）

　　／／　EXEC　COBNCLG，　PARM＝NOJ口ST　　　　　　　　　……①

　　／／NCOB．　SYSIN　DD　DSN＝・データセット名，　DISP＝SIIR　　……②

　　／／GO．出力ファイル名　DD　SYSOUT＝0　　　　　　　　　　　　……③

　　　　①日本語データを含むプログラムの翻訳・結合・実行処理を行う．なお，その際直

　　　　　定数の漢字コードへの変換一覧表は出力しない．

　　　　②拡張原始プログラム（ソースプログラム）の入っているデータセット名を示す・

　　　　③実行結果をNLPに出力する．
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（2）使用例　　　　 ・ 入力プログラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO290　　　　　02　MANUAL　PIC　N（20》　筒00E－2．

　　　　　　　000010　1DEN「rlF工CAT10N　DIVISION．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO300　　　　02　同CODE　　PIC　X（12）．
　　　　　　　OOOO20　PROGRAH－ID．　　　　PROG2・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000310　01　　WK－NAHE．

　　　　　　　OOOO30　ENV工RONHENT　　　 DIVISION．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000320　　　　 02　0ATA1．
　　　　　　　000040　CONFIGURATION　　SECTION・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO330　　　　　　　03　FILLεR　　PIC　X（12）　VAしUE　●64SP－3650－1　．●

　　　　　　　000050　SOURCE－CO柄PUTER．　FACOM一岡200．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000340　　　　　　03　FILLER　　PIC　X（12）　VALUE　・64SP－6620－1　．．

　　　　　　　§§i§㌶i；三i罐llε・；；19M　°°’　　　　　§§§ii§・・：i・樵IERREIi蕊鎧E’7…2°1　’

　　　　　　　OOOOgO　　　　　SELECT　NFILE　ASSIGN　TO　UR－S－SVSOU↑・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000380　　　　　　　04　FILLER　PIC　X質乙》・
　　　　　　　000100　DATA　DIVエSION．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO390　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　000110　F工LE　SECTION．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000400　PROCEDURE　DIV工S10N・

　　　　　　　000ユ20　FD　　　NFILE　　LA8EL　RεCORD　IS　OHITTED　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO410　　　　　0PEN　　OUTPU丁　NF工LE．
　　　　　　　000ユ30　　　　　　DATA　RECORD　LP－REC．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO420　　　　　　WRITE　　LP－REC　FROH　OUTA　AFTεR　PAGE．

　　　　　　　000140　01　　　LP－REC　　　PIC　X（307）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000430　HAJIHE．

　　　　　　　88898：gRκ；艀：s；8；1三1．sEcT1°～・　　　　　　　388；；8麟u幽。㌔16Dε．
　　　　　　　000170　　　　　02　FILLER　PIC　X（4）　VALUE　SPACE．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000460　　　　　　1F　NU伺　＝　1　THEN

　　　　　　　OOOユ80　　　　　02　AI　　　　　P工C　N《5）　VALUE　NA．COBOL・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000470　　　　　　　　　　HOVE　NK．C　O　B　O　L　フ●↓，　フoo　セ　ツSサ　診トヨケオテヒクカク，　TO　柄ANUAL

　　　　　　　OOO190　　　　　02　A2　　　　　PIC　N（5）　VALUE　NK・：多ホンクコウフ1，カ・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO480　　　　　　　　ELSE　IF　NU岡　＝　2　THEN

　　　　　　　OOO200　　　　02　A3　　　　PIC　N（4）　VALUE　NH・ノタメノ．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000481　　　　　　　　　 柄OVE　NK・A　D　J　U　S　T　シトヨケオ予ヒクカク・　TO　柄ANUAL
　　　　　　　OOO210　　　　02　A4　　　　PIC　N（2）　VALUE　NN．り⊃コウ．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000490　　　　　　　　ELSE　IF　NUM　＝　3　THEN
　　　　　　　OOO220　　　　　02　A5　　　　　PIC　N（2）　VALUE　NN，フ“ンケ⊃．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000500　　　　　　　　　　岡OVE　NK．K　I　N　G　（　メモヘヒヤヤ1ノ芋）　ノ　J　ε　F　トケセ粛カク・　TO　何ANUAし・

　　　　　　　000230　　　　　02　A6　　　　　PIC　N（7）　VALUE　NX．A4F2BED2B2FOA4B7A4DEA4B9AIA5●．　　　　　OOO510　　　　　 冒RITE　LP－REC　FROM　OUT8　AFTER　2　LINES・
　　　　　　　000240　01　　0UTB．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000520　　　　　　工F　NU柄　＝　1　0R　2　　　GO　TO　HAJ工HE．

　　　　　　　000250　　　　02　FILLER　PIC　X（5）　VAしUE　SPACE．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO530　0WAR工．
　　　　　　　000260　　　　02　81　　　　PIC　X（1）　VALUE　．（．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOO540　　　　 CLOSE　NFILE●
　　　　　　　。。。270　。2輌M　PIC　g　VALuE。．　　　　　　　　　　　　000550　STOP　RUN．
　　　　　　　000280　　　　　02　B2　　　　　PIC　X（2）　VALUE　・）　・．
1

ぱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5．6　COBOLの使用例のソースプログラム
ω
1

　　　　　　　　　　　　　　　　・JUST（CHAR）指定による出力

＊＊＊日本語直定数一覧表＊＊＊
IS～　　VALUE　　　　　　　　　　　　　　　ISN　　VALUE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IS”　　VALUε　　　　　1S”　　VALUE

・ 結　　果

i：：：籔：撚：：＝一二竺：：麓；二嬬㌔三：ll巖㌫㌔㌻

曙　・暮ツS…　　’4’繋・3－1書タト　カ”　　5　鵠繊，・麟・2・AD・U・T－　　…P－“2・一・

禰　論！J…一’　　　　　　　　　　　　　　・3・KING（帳票出力）／・EF喘・。・・－8・。・一・
愁
§4　　　　図5．7詐＿ド変換一覧表　　　　　図5’8図5’6のプ゜グラムの実行結果



解　　　説

6　KING（グラフ・図形出力）のPSPCNVの使用法

　図形出力変換PSPCNVは，OS　W／F4　PSPを使用して作成した図形をNLPに出力す

るプログラムである．出力に際して，図形の拡大，縮少，回転などを行えるほか，線の種類を変えた

り，見出しを付けたりする機能を備えている．図形出力変換の概略図を，図61に示す．

　以下，図形の出力を制御するための図形制御カード，PSPCNVを使うためのジョブ制御文につ

いて述べるとともに，いくつかの使用例も示すことにする．

DI）名＝SYSIN

PSPを使った
作図プログラム

↓

OS　WPSP
↓DD名一FT16F。。1

DD名＝SYSIN

図形制　御
　カード

PSP
SYSOUT
ファイル

↓

　DD名＝XYSYS
　　　　　　　　　　　　　　　DD名＝WORK

図形出力変換プログラム

　　　PSPCNV

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

WORK
ファイル

KINGラィタ

↓SYS°UT＝°

図　　形 NLP

図6．1　図形出力変換の概略図
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61　図形制御カード

　図形制御カードは，出力する図形の位置，大きさなどを与えるXYカード，図形に付加する見出し

や注釈などを指示するSTカード，図形制御カードの終わりを示すENDカードの3種類から構成さ

れる．なお，図形制御カードの構文規則については付録1を参照していただきたい．

　（1）XYカード

　　出力する図形の位置，大きさ，線の種類，回転方向などを指示する．

　　　オペレー制御欄
　　　ション欄

lll≧二㌻鷲：㌶ご＝㌻ID一闇

〔・N・LMT〕〔・C・DE－（〔始コード〕・〔終コード〕・〔｛語S｝〕）〕

・ 〔POS＝（〔行数〕，〔文字数〕）〕

　図形を出力するための画面の位置，大きさを示す．

　　0＜　行数　く84　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　0＜　文字数　く109

　X方向の画面の大きさ＝84一行数　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2行）

　　Y方向の画面の大きさ＝109一文字数

　図6．2に行数，文字数，画面の関係を示す．

・ 〔，M＝倍率〕

　図形の大きさを指定する．省略時は，1倍

でXYプロッタの単位（ステップ）と画面の

単位（ドット）について，1ステップ（0．1励）

・＝1ドット（1440インチ，約0・106㎜）として出

力する・なお・数値は・実際の倍率の10倍　　　　　　　　　　　　　　　（2行）

を整数で指定しなければならない．

　指定範囲は，以下のとおりとする．

　　　5＜　倍率　く30（1きざみ）（0．5倍～3．0倍に相当）

・ 〔，L＝線種〕

　図形を描くときに用いる線の種類と太さを2桁の数字で示す．

　　10の位は線の種類（実線，破線）を表わし，1の位は線の太さ（0．1ππ～0．5寓鴛）を示す．

　　数値の意味は，以下のとおりである．

　線の種類（10の位）　　　　　　　　　　　　　線の太さ（1の位）

1 2

線種 実線 破線

109文字

一　　一 一　一　　　一一　一　　一　　一　　一　　一　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 口刷禁

O 行　　　　　　　　　○ （2

OPOS 数　→Y方向　　　○
○文字 ○

○　数 ○

゜ ↓ ／°

84行
・砦 画　　　面　　○
○　向 ○

○ ○

○ ○

○ ○

一　一　　一　　’　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　　＿＿　　＿　　＿　　＿　　＿ 印刷禁
（2

図6．2　行数，文字数と画面の関係

1 2 3 4 5

太さ 0．1π膚 0．2鯛 0．3ππ 0．4微 0．5筋

省略時は，L＝11（0．1勿πの実線）である．

一
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・ 〔，H〕

　画面の位置，大きさを明示するために，画面の4隅に「，1，L，」のマークを表示する．

　省略時は，表示を行わない．

・ 〔，C＝（始点X8，始点Y8，終点Xe，終点Ye）〕

　　PSPを用いて作成した図形を部分的に切り出して出力する．切り出す領域は，XYプロッタ

の出力結果に対し終点，終点を指定する．指定する数値の単位は顕とする．

省略時は，始点（0，0）から全データを

出力対象とする．

　始点，終点，切り出し領域の関係を図6

3に示す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

・ ｛1｝〕　x

O　　　　プロッタ出力　　　　0
8作醐始時座標誌一→Y・
O（0・0）　（X8，　Ys）

O
O
O
O
O
O

　画面を90度きざみで回転する．パラメ

ー
タの意味は以下のとおりである．　　　図6・3始点’終点と鋤出し領域

切

出

し

領
域

0 R L 1

正（回転しない） 右倒し 左倒し 逆（180度回転）

　省略時は，D＝0で回転しない．なお，　Dオペランドは，　NOLMTオペランドを省略したと

き，有効となる．

・ 〔，NOLMT〕

　図形の出力範囲を示す．省略時は，日本語ラィンプリンタ用紙1ページを超えた図形を出力しな

い．NOLMT指定時は，X軸，　Y軸方向，それぞれ最大10ページとし，印刷禁止行を除いて，

全図形を出力する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ下位

・

〔，C・DE－（〔始コード〕，〔終コード〕，螺イト

〔｛Y諾｝〕）〕　　　　　　　2・

20　　　　AO　CO　EO　FF

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ
PSPCNVでは詐画する図形を文字のパター　・吐

ンに分解する．そのために使用する文字コードの範　　　　80

囲をユーザ定義領域内に始コードと終コードで指定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AO
する．省略時は，始コード＝80A1，終コード＝

．AOFEである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　EO

　始コード，終コードと文字コードの範囲の関係を　　　FF

㌣拡張漢字領域

ユーザ
定義領域
始泌コき

非漢字

標準漢字領域

図64に示す．　　　　　　　輪文‡；：罐量一ドと
＊　作画開始時座標原点とは，初期化サブルーチンPLOTSで設定した原点のことである．
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　YESを指定すると，コードが足りない場合に，拡張漢字領域内のコードも図形用の文字コード

　として使用することを示す．NOの場合は，拡張しない．一般に複雑な図形を出力する場合，　Y

　ESを指定しておいた方がよい．

（2）　STカード

　　図形に付加する見出し，注釈などを指定する．

制御欄
オペレー
ション欄 オ　ペ　ラ　ン　ド　欄

＊ ST 〔P・S－（〔行数〕・〔文字数〕・〔｛号｝〕）〕，A＝（割付文字数，割付行数），CA＝ワEBCDIC群ワ

｛，CX＝（16進漢字コード，……）

・

〔P・s－（〔行数〕・〔文字数〕・〔｛号｝〕）〕

　　割り付ける文字の最初の位置を画面原点からの相対位置で表わす．

　0＜　行数　く　X方向の画面の大きさ

　0＜　文字数　く　Y方向の画面の大きさ

　　H指定の場合は，画面内で文字をY方向に割り付け，V指定の場合は，　X方向に割り付ける．

　省略時はPOS＝（0，0，H）である．

　　これらの関係を図65に示す．

○

○

○

○

○

○

○

○

O
O

文字数

行
数

画面

図

の

形

例

出 力 変 換

最初の文字
の位置

H　指　定

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

V　指　定

図6．5　文字の割付位置とその方向

・ A＝（割付文字数，割付行数）

　割り付ける領域の大きさを指定する．

　　1＜割付文字数く50

　　1〈割付行数く10

一
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・ CA＝ワEBCDIC群ワ

　　割り付けるコードをEBCDICで指定する．50文字以内で指定する．

・ CX＝・（16進コード，………）

　　割り付けるコードを16進のJEF漢字コードで指定する．30文字以内で指定する．

　なお，STカードには割付位置や割付文字の大きさをドットで指定したり，日本語ファイルの内

容を出力したりする機能があるがここでは省略する、それらの指定方法についてはマニュアル［8］

を参照していただきたい．

（3）　ENDカード

　　　パラメータの終わりを示す．

制御欄 オペレー
シ。ン欄

オ ぺ ラ ン ド 欄

＊ END

なお，付録2に図形制御カードのエラーコードー覧を載せているので，参照いただきたい．

62　ジョブ制御文

　（1）カタログドプロシジャ

　　PSPCNVを実行するには，つぎのカタログドプロシジャを用いる．

プロシジャ名 記 号 パ ラ メ
一

タ プロシジャ
スラップ名

PSPCNV PSPCNV

・ 機能：PSPを使用して作成した図形ファイルを変換してNLPに出力する．

・ 関連するDD名：

　　XYSYS（必須）　　PSPのSYSOUTファイル用（順データセットに限る）

　　SYSlN（必須）　　図形制御カード入力用

②使用　例
　（i）PSPを用いたFORTRANのソースプログラムから図形を出力する場合

　　／／A123401　　」OB　F1234，パスワード，REGION＝1024K三MSGCLASS＝0＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊
　　／／　　　EXEC　　　FORTCLG，　SYSOUT＝・0

　　／／FORT．　SYSIN　　DD　DSN＝F1234．SOURCE．　FORT，　DlSP＝SHR←ソースプログラム

　　／／GO．　FT16FOOl　DD　DSN＝＆＆PSP，　DISP＝（NEW，　PASS），　UNlT＝WORK，

　　／／　　　　　　　　SPACE＝（TRK，（10，10），RLSE）←PSPのSYSOUT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フアイル用

　　／／　　　EXEC　PSPCNV
＊REGION　SlZE　は，以下の式により算出される値より大きな値を指定する．

　　　　　　128KB＋（作成が予想される図形パターン数）×0」32KB

＊＊NLPの出力クラスは0である．
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　／／XYSYS　　　　　DD　DSN＝＆＆PSP，DISP＝（OLD，D．ELETE）

　／／PSPCNV．　SYSIN　DD　　　＊

；：Dl㌻：；1：：三ll：：惣∋一一ド

　／／

6i）PSPのSYSOUTファイルが既に存在する場合

　／／Al23402　　」OB　FI234，パスワード，　REGION＝1024K．　MSGCLASS＝0

　／／　　　EX－EC　PSPCNV
／／XYSYS　DD　DSN－F1234・PSRD・SP－SHR－PSPのS 野況
　／／SYSIN　　DD　DSN＝F1234．　PSPCM．D．AT．A，DISP＝SHR←図形制御

　／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カード

63　作図例
以下に，いくつかの作図例とそれを出力するために用いた図形制御カードを示す．

　　例1）

　　　∫（エ・3／）＝sinエ×co8y（一π≦∬≦π，一π≦y≦π）の等高線を作図したものであ

　　　る．出力に際して，図の大きさや位置はXYプロッタに出力した場合と同じになるように指定

　　　した・（実際には，倍率の指定のところで説明したように，約1．06倍になっている・、）

　　　　0．1㎜の実線で描き，画面の四隅に、「　”マークを出力するようにしている・また，図形出

　　　力のための文字コードが不足すれば，拡張領域の文字コードを使うようにしている・

　　　　　　＊　XY　POS＝（0，0），H＝ユ0，L＝11，D＝0，CODE＝（，，YES），H

　　　　　　＊　END

購1

図6．6　作図例1
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例2）

　　例1で用いた図形を，大きさを0．8倍して，左に90度回転し，0．3㎜の破線で出力した例

　である・なお，必要な部分だけ図形を切り出しているため，画面と図形との相対位置が変化し

　ていることに注意していただきたい．また，STカードを用いてワPSPCNV　TESTP

　ROGRAM，という見出しをつけている．

　　　＊　XY　POS＝（0，0），M＝8，L＝23，D＝L，CODE＝（，，YES》，H，C＝（40，20，100，100）

＊　ST　POS＝（50，0，H），A＝（10，2），CA＝・PSPCNV　TESTPROGRAM・

＊　END

‡§58沿＾；ES

　　　　　　　　　　　　　　　　　図6．7　作図例2

例3）

　　例1で示した図形を1．5倍して，0．1繍の実線を用いて出力した例である・

　　見出しは，JEF漢字コードを用いて日本語で出力するようにしている・

　　　　＊　XY　POS＝（10，5），H＝15，L＝11，D＝0，CODE＝（，，YES），H

寡　ST　POS＝（60，20》，A＝（10，2），CX＝（BFDE，87C1，BDDO，CECF，CAD1，B4B9’

京　　　　　　A4CE，CEE3，C2EA）

＊　END

㎜憤め倒■
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7　お　わ　り　に

　以上，富士通提供の日本語情報システムJEFについて，現在使えるソフトウェアについて解説を

行ってきた．各所で述べたように，現在，本センターで準備しているコマンドや，検討事項について

は，センターニュース等で広報していくつもりなので，注意していただきたい．また，利用者の方々

のご意見，ご批判については，センターで処理できるものは処理し，そうでないものは，メーカーへ

の要望などの形でフィードバックしていくつもりである．

　最後に，保存テキストの内容出力のためのコマンドを作成された本センターの景川耕宇氏，および

NLP，KINGラィタ割当てのためのコマンドを作成された本センターの末永正氏に感謝する．ま

た，広報教育委員会の委員の方達に，有益なコメントをいただき，原稿を改めることができたので，

ここに感謝します．
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付表1．　JIS非漢字とJIS第1水準漢字（JEF漢字コード系による）

Al
A2
A3
A4
A5
A6
A7
A8
Ag
AA
AB
AC
AD
AE
AF
BO
Bl
B2
B3
B4
B5
B6
B7
B8
Bg
BA
BB
BC
BD
BE
BF
CO
Cl
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8
Cg
CA
CB
CC
CD
CE
CF

・ AAAAAAAAAAAAAAAABBBBBBBBBBBBBBBBO123456789ABCDEFO123456789ABCDEF
◆口』】西碁工三i二“＾二’∨〉ぶ”全々〆○一一一／

　　　　　　　　　　　　　　　0123456789
ああいいううええおおかがきぎくぐけげこごさざしじすずせぜそそた
アアイイゥウェエォオカガキギクグケゲコゴサザシジスズセゼソゾタ

ABP△EZH◎IKAMN三〇nPΣTTΦXΨΩ
ABBr刀EE）K3H口KJIMHOnPCTyΦXLIq田田田blb3

亜唖娃阿哀愛挨姶逢葵茜穐悪握渥旭葦芦鰺梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾鮎或
院陰隠韻吋右宇烏羽迂雨卯鵜窺丑碓臼渦嘘唄欝蔚鰻姥厩浦瓜閏噂云運
押旺横欧殴王翁襖鶯鴎黄岡沖荻億屋憶臆桶牡乙俺卸恩温穏音下化仮何
魁晦械海灰界皆絵芥蟹開階貝凱劾外咳害崖慨概涯碍蓋街該鎧骸浬馨蛙
粥刈苅瓦乾侃冠寒刊勘勧巻喚堪姦完官寛干幹患感慣憾換敢柑桓棺款歓
機帰毅気汽畿祈季稀紀徽規記貴起軌輝飢騎鬼亀偽儀妓宜戯技擬欺犠疑
供侠僑兇競共凶協匡卿叫喬境峡強彊怯恐恭挟教橋況狂狭矯胸脅興蕎郷
掘窟沓靴轡窪熊隈粂栗繰桑鍬勲君薫訓群軍郡卦袈祁係傾刑兄啓圭珪型
検権牽犬献研硯絹県肩見謙賢軒遣鍵険顕験鹸元原厳幻弦減源玄現絃舷
后喉坑垢好孔孝宏工巧巷幸広庚康弘恒慌抗拘控攻昂晃更杭校梗構江洪
此頃今困坤墾婚恨懇昏昆根梱混痕紺艮魂些佐叉唆嵯左差査沙瑳砂詐鎖
察拶撮擦札殺薩雑皐鯖捌錆鮫皿晒三傘参山惨撒散桟燦珊産算纂蚕讃賛
次滋治爾璽痔磁示而耳自蒔辞汐鹿式識鴫竺軸宍雫七叱執失嫉室悉湿漆

籠糟鞠纏縫籠暑纏蕎籠欝讃鱗雛鰭藷嘉繍
拭植殖燭織職色触食蝕辱尻伸信侵唇娠寝審心慎振新晋森榛浸深申疹真
澄摺寸世瀬畝是凄制勢姓征性成政整星晴棲栖正清牲生盛精聖声製西誠
繊羨腺舛船薦詮賎践選遷銭銑閃鮮前善漸然全禅繕膳糎噌塑岨措曾曽楚
臓蔵贈造促側則即息捉束測足速俗属賊族続卒袖其揃存孫尊損村遜他多
叩但漣辰奪脱巽竪辿棚谷狸鱈樽誰丹単嘆坦担探旦歎淡湛炭短端箪綻耽
帖帳庁弔張彫徴懲挑暢朝潮牒町眺聴脹腸蝶調諜超跳銚長頂鳥勅捗直朕
邸鄭釘鼎泥摘擢敵滴的笛適鏑溺哲徹撤轍迭鉄典填天展店添纏甜貼転顛
藷覆肇耀鶏鱗罐悪1藷禦黎顯議籍鵠豊饗穰纏罐籠
函箱硲箸肇筈櫨幡肌畑畠八鉢澄発醗髪伐罰抜筏閥鳩噺塙蛤隼伴判半反
鼻柊稗匹疋髭彦膝菱肘弼必畢筆逼檜姫媛紐百謬俵彪標氷漂瓢票表評豹
福腹複覆淵弗払沸仏物鮒分吻噴墳憤扮焚奮粉糞紛雰文聞丙併兵塀幣平
法泡烹砲縫胞芳萌蓬蜂褒訪豊邦鋒飽鳳鵬乏亡傍剖坊妨帽忘忙房暴望某
漫蔓味未魅巳箕岬密蜜湊蓑稔脈妙粍民眠務夢無牟矛霧鵡椋婿娘冥名命
諭輸唯佑優勇友宥幽悠憂揖有柚湧涌猶猷由祐裕誘遊邑郵雄融夕予余与

鍵㌶讐麟露纏蝶麟覇塁麟雛疽纏麟爵纏麟護
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　賠
培

Al
A2
A3
A4
A5
A6
A7
A8
A9
AA
AB
AC
AD
AE
AF
BO
Bl
B2
B3
B4
B5
B6
B7
B8
Bg
BA
BB
BC
BD
BE
BF
CO
Cl
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8
Cg
CA
CB
CC
CD
CE
CF

CCCCCCCCCCCCCCCCDDDDDDDDDDDDDDDDO123456789ABCDEFO123456789ABCDEF
＼～‖卜・…　⇔　“”O　〔〕　［］　｛｝　〈〉　《》　「」　「」　【】＋一±x

　ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZだちぢっつづてでとどなにぬねのはばばひびぴふぶぷへべぺほぼぽまみ
ダチヂッツヅテデトドナニヌネノバババヒビピフブプヘベペホポポマミ
　αβγδεζηθ‘κλμソξoπρστひφzψω
K⊃兄　　　　　　　　　　　　　　 a6Br双ee｝K3HnKJIMH

粟袷安庵按暗案闇鞍杏以伊位依偉囲夷委威尉惟意慰易椅為畏異移維緯胃
雲荏餌叡営嬰影映曳栄永泳洩瑛盈穎頴英衛詠鋭液疫益駅悦謁越閲榎厭円
伽価佳加可嘉夏嫁家寡科暇果架歌河火珂禍禾稼箇花苛茄荷華菓蝦課嘩貨
垣柿蠣鈎劃嚇各廓拡撹格核殻獲確穫覚角赫較郭閣隔革学岳楽額顎掛笠樫
汗漢澗灌環甘監看竿管簡緩缶翰肝艦莞観諌貫還鑑間閑関陥韓館舘丸含岸
紙義蟻誼議掬’菊鞠吉吃喫桔橘詰砧杵黍却客脚虐逆丘久仇休及吸宮弓急救
鏡響饗驚仰凝尭暁業局曲極玉桐粁僅勤均巾錦斤欣欽琴禁禽筋緊芹菌衿襟
契形径恵慶慧憩掲携敬景桂渓畦稽系経継繋罫茎荊蛍計詣警軽頸鶏芸迎鯨
言諺限乎個古呼固姑孤己庫弧戸故枯湖狐糊袴股胡菰虎誇跨鈷雇顧鼓五互
浩港溝甲皇硬稿糠紅紘絞綱耕考肯肱腔膏航荒行衡講貢購郊酵鉱磧鋼閤降
裟坐座挫債催再最哉塞妻宰彩才採栽歳済災采犀砕砦祭斎細菜裁載際剤在
酸餐斬暫残仕仔伺使刺司史嗣四士始姉姿子屍市師志思指支孜斯施旨枝止
疾質実蔀篠偲柴芝屡蘂縞舎写射捨赦斜煮社紗者謝車遮蛇邪借勺尺杓灼爵
柔汁渋獣縦重銃叔夙宿淑祝縮粛塾熟出術述俊峻春瞬竣舜駿准循旬楯殉淳
樟樵沼消渉湘焼焦照症省硝礁祥称章笑粧紹肖菖蒋蕉衝裳訟証詔詳象賞醤
神秦紳臣芯薪親診身辛進針震人仁刃塵壬尋甚尽腎訊迅陣靱笥諏須酢図厨
誓請逝醒青静斉税脆隻席惜戚斥昔析石積籍績脊責赤跡蹟碩切拙接摂折設
狙疏疎礎祖租粗素組蘇訴阻遡鼠僧創双叢倉喪壮奏爽宋層匝惣想捜掃挿掻
太汰詑唾堕妥惰打柁舵楕陀駄騨体堆対耐岱帯待怠態戴替泰滞胎腿苔袋貸
胆蛋誕鍛団壇弾断暖檀段男談値知地弛恥智池痴稚置致蜘遅馳築畜竹筑蓄
沈珍賃鎮陳津墜椎槌追鎚痛通塚栂掴槻佃漬柘辻蔦綴鍔椿潰坪壼嬬紬爪吊
点伝殿澱田電兎吐堵塗妬屠徒斗杜渡登菟賭途都鍍砥礪努度土奴怒倒党冬
得徳漬特督禿篤毒独読栃橡凸突椴届鳶苫寅酉瀞噸屯惇敦沌豚遁頓呑曇鈍

銑羅麟罐鍵麟轟叢験麟叢霧曝麟鍵麗籠麟
廟描病秒苗錨鋲蒜蛭鰭品彬斌浜瀕貧賓頻敏瓶不付埠夫婦富冨布府怖扶敷
鰭罐麟獺鰐護鶏罷麟簑撰㍊纏霧嬬曇舞麓鮫難謄
嬰翼撒罐籍雛鍵霧雛麟斎鷲纏鷺欝§舗暴憲膿
寮料梁涼猟療瞭稜糧良諒遼量陵領力緑倫厘林淋燐琳臨輪隣鱗麟瑠塁涙累
論倭和話歪賄脇惑枠鷲亙亘鰐詫藁蕨椀湾碗腕
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　下位　EEEEEEEEEEEEEEEEFFFFFFFFFFFFFFFF上位　　Ol23456789ABCDEFO123456789ABCDEF
Al
A2
A3
A4
A5
A6
A7
A8
Ag
AA
AB
AC
AD
AE
AF
BO
Bl
B2
B3
B4
B5
B6
B7
B8
Bg
BA
BB
BC
BD
BE
BF
CO
Cl
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8
Cg
CA
CB
CC
CD
CE
CF

　abcdefghijklmnopqrstuvwxyzむめもややゆゆよよらりるれろわわゐゑをん
ムメモヤヤユユヨヨラリルレロワワヰヱヲンヴヵヶ

萎衣謂違遺医井亥域育郁磯一壱溢逸稲茨芋鰯允印咽員因姻引飲淫胤蔭
園堰奄宴延怨掩援沿演炎焔煙燕猿縁艶苑薗遠鉛鴛塩於汚甥凹央奥往応

巌玩癌眼岩翫贋雁頑顔願企伎危喜器基奇嬉寄岐希幾忌揮机旗既期棋棄
朽求汲泣灸球究窮笈級糾給旧牛去居巨拒拠挙渠虚許距鋸漁禦魚亨享京
謹近金吟銀九倶句区狗玖矩苦躯駆駈駒具愚虞喰空偶寓遇隅串櫛釧屑屈
劇戟撃激隙桁傑欠決潔穴結血訣月件倹倦健兼券剣喧圏堅嫌建憲懸拳捲
伍午呉吾娯後御悟梧檎瑚碁語誤護醐乞鯉交佼侯候倖光公功効勾厚口向
項呑高鴻剛劫号合壕拷濠豪轟麹克刻告国穀酷鵠黒獄漉腰甑忽惚骨狛込
材罪財冴坂阪堺榊肴咲崎埼碕鷺作削咋搾昨朔柵窄策索錯桜鮭笹匙冊刷
死氏獅祉私糸紙紫肢脂至視詞詩試誌諮資賜雌飼歯事似侍児字寺慈持時
酌釈錫若寂弱惹主取守手朱殊狩珠種腫趣酒首儒受呪寿授樹綬需囚収周
準潤盾純巡遵醇順処初所暑曙渚庶緒署書薯藷諸助叙女序徐恕鋤除傷償
誓護誓麟夫姦麟嚢裂㌶藁麟籠籍議縫麟籠誓麟籠

操早曹巣槍槽漕燥争痩相窓糟総綜聡草荘葬蒼藻装走送遭鎗霜騒像増憎
退逮隊黛鯛代台大第醍題鷹滝瀧卓啄宅托択拓沢濯琢託鐸濁諾茸凧蛸只
逐秩窒茶嫡着中仲宙忠抽昼柱注虫衷註酎鋳駐樗瀦猪苧著貯丁兆凋喋寵
釣鶴亭低停偵剃貞呈堤定帝底庭廷弟悌抵挺提梯汀碇禎程締艇訂諦蹄逓
凍刀唐塔塘套宕島嶋悼投搭東桃梼棟盗淘湯濤灯燈当痘祠等答筒糖統到

類令伶例冷励嶺怜玲礼苓鈴隷零霊麗齢暦歴列劣烈裂廉恋憐漣煉簾練聯
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付表2．JIS第2水準漢字（JEF漢字コード系による）

DO
Dl
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
Dg
DA
DB
DC
DD
DE
DF、
EO
El
E2
E3
E4
E5
E6
E7
E8
Eg
EA
EB
£D
EE
EF
FO
Fl
F2
F3
F4
F5
F6
口7
F8
Fg
FA
FB
FC
PD
UE

AAAAAAAAAAAAAAAABBBBBBBBBBBBBBBBO123456789ABCDEFO123456789ABCDEF
弍再　介卯・丼ノ又乖乗齪」豫事舎予弍干亜亟↓充京毫亘杁｛乃灰イト肋杖
愈倦傳｛婁僖｛爲僥潜倦憧慣優倹僑儂濫｛齊儒｛夢偶灘優嚴億几兀見党冤競競

腿晒咤姥高桁嵜峨晴曙硬晦突哺暁腸嘔吻睦讐畷陣啖唱稔涙脚㎏喀喀峨

好灼牧倭俵批姐姻嬢姜妨姫眺蛾娼娑梛嫡娚姻婬腕卿嬰脾埜媚姐購搦捜

蓼廣廟厨塵廃廉癖塵盧廠廟庵更廼升奔弊鯵舞く拭呈弩i揖棚彊弾彌轡弩
愴俊惇幌｛邑捌倍悪悸恵倦梓伜棲個恨個恨愕葱憧惹傲端握喧惚側悩慰復

櫨檎壇澤燵壁播欄學塞濟撞拾播損撹擶撞榔｝罷翠櫟捜摘潰擁攣捜支　致

壁藁艦櫃擢檸槙檬構橿櫟榛欄糎櫻穆葉橿樂撹塵樽歎歓盗敬飲歌歓款欧

濠滴滴澆濃潜澁認淳潜潜潭徴漣播膨油濾療漢漸漂澤澹潰嬬濟漠溶蒲淳
焚耀櫟ぱ燗饗孚爬麦爲交姐月妹摘騰憤抵梧黎梨緯稿準積犠抗材狙沖秋
瓠那瓦ヒ砥翁醜酸庭題甕甑甕堰甑軌豊甕壁嘗甦甫早　船醗畦砂畝呑畦時

磧縛僥礎硬礒蟷磯馨礫祀祠砥崇昨秘祓棋緑喫綾禧齋輝禮穣禺禺乗枇秩
筐笄筍争i萎笑莚筥笑寛搾彼箴笈箱菌箆簸笙笥箋箒箏箏簸筐篁筏嵌箴筆
糸寸転批素綱絋紮継給紛絆緯胱桁線絨架纏耕裡誘條緩紹紹綺紫捲採縄緯

塞蹉鎗踏踏麿縦臆踪踊鐸騒鱒践躁躇燭壁酒躊蹟脚纏躍踏踊躬躰艦錬躾

鶏鷲鵤鵤鵬鴫鵠鶉鵜鵜鵯鶴顎鶴驚鶉鶏鑓髄鵬鶴鴇鶉鶴鶯鶴鵡鶴鶴鶉驚
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　下位　CCCCCCCCCCCCCCCCDDDDDDDDDDDDDDDD
上位　　0123456789ABCDEFO123456789ABCDEF
DO
Dl
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
DA
DB
DC
DD
DE
DF
EO
El
E2
E3
E4
E5
E6
E7
E8
Eg
EA
EB
EC
ED
EE
EF
FO
Fl
F2
F3
F4
F5
F6
F7
F8
Fg
FA
FB
FC
FD
FE

初但件伶杭侠佑佛拘佗件倍修株荏i｛兆侃栢侑洋來命侭硯侯姐俘挽桶哩｛利佛
両楡今糞［同冊再問冑葺晃〔冤冠家罵幕7決近沖〃k況洌個涼凛几庭凧賃
奉舟世卉卍準†口危夘御巻「彪厨慶蕨厩廠ム参簑隻里曼愛町明肌臥ロ干畔
哨蕾鰍喘卿軍蹄哺喩嘲暁鳴嗅嵯慢嗜哩唄嘔敷噴嫉漱嚇唾喧器螢哨噺嘲撫
培窒椛埣棚｝璽渦場墜鳴埜壁毅塒堤暫壁珊嘘博填壊塙塔堕墾塵塾儘壌壁堰
婿婿娼嬬撤標燗姻嬌輝壁賜敷嬢嬉獺嬢繊嬬子孕孚李撃該執華卿學享嬬肖
室堀毘崔峰峻斎輪嵌晶隅帽蒐差鰯堰薪蝉饒燈蟻瞼嶽薩庭娯鳩魏嶺轡巖　

罐竃§騰竃灘灘竃竃‖量竃竃灘竃警鑓
黍梓抄扮栃杉枡枡枷何拐東枳枢絢祖柞析抵拙抱柑拉弧桧栞枢栩桀袴拷樫
楡榜棟桂楳橿榮椀榿槁槙楕瑳塞塑鳩楊繋橿梗榑棋榜椿榴橦榔樂穆橦権樟
飲戯飲欺歓蹄　残妖珍映婬残殆損膓殖陣i積職繊受股殻殴母硫竃毬毫義毯
澄洞渚埣湘澗浮凄漸淺涼猷陸論准清酒荷換援連渾渣漱漢湶濡淳溌砂緬渤
濱模檬潟藩濃漂漬測濾源潮潴渥濾瀟溺瀾激麗湾夷妙桐燗炬炸柄炮姻焦蒸
押佛狢狼狡狭狽候椅貌猜狙弊猴瑞狸隈猪奨摸獣顕狢掲檸獣猟献獺珈1代珠
暑書除崎當彊疇畦畳豊畳庁疾癌済琉痂疽疲疵疽疸疹庖庚疫痒痙癒搭病屡
晒眩眠眞皆砒昧春眸悌腱睨薩晴脾容睾賭膳膜瞑瞠瞬目敢蹟暖嬰瞼警謄朦嬰
租稜秣桿梢棋植稠稟稟稻稻稟稜熔穂稠i稿稜穏穐穣竃穽窃窟発箸害窩竃塞
篭筋簑簑箆簗篭賃籏彫筆蓮簗簑篶贅簑讐讐蒼簸螢蕎藍籔籏簸藤籐籟籔籔
綾網綱絢縣論線縮絨絹繰鍛緻鋤婚絨総縣緯瑳縦褥紹槌縢　綴魔糧標糊縷

麟灘讃雛竃竃鑛鷺妻鍾灘魏麟翻鍵雛雛震
萱董箆救基穣妻青箒莫疲菲薄萢萌葬萸湊秣葭科曹尊蓋章萌麹葭帯芭藻萬
頻籟藺盧龍蘇慈羅虐庸度號彪i訊矧松蛍虫斗蛸蛙蛸駈姑蛆軸蛉蛎飽姻蜻蛮養
蠕轟姦癌鷲嚢霊轡睡靱街衙衛藺杉衰哀衰相妊祖柄挟診担祢柏衿抱表蓑桂

轟耀鷺㌶蒙籠難護警藪鍵馨罐灘議翻耀麟
‖雁》庶車し車厄異車失車可車参車式車至車各輕朝［車取車免轄｝車殻章雨車両螢肇奏車冨‡夏車衰穀¶展車雪車専車鹿車喬車感車需

螺錬銀鏑鐵鐡錨鑓竪鏡鑛礫鑓鑑鐘炉鎗罐錫讃鐙鑓饗鑓撃閂閑闘閲閑聞閑

磯饒撰饗埴誠酸駅薦駁駆駿駝胎駕骸駁酪馴騨騒騎駅離騨騙憲騒輻鰺幕腰
鮒鯨裟鮒鮪鯛鰭踊賜鰻鰻鰹鱗鯵鋤號鯨鰹鍼鯉鯉鱈鰭繰鰻練賊鯛紐蘇㎞鯛
鶉鶴鷺歯誠瞳鹿塵塵塵戯闇寛鹿変麩麸麺麹靡貴黎粘稿黙瓢貼勤黙鯨黛賠
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嫌
賠

DO
Dl
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
Dg
DA
DB
DC
DD
DE
DP・
EO
El
E2
E3
E4
E5
E6
E7
E8
Eg
EA
EB
EC
ED
巳E

EEEEEEEEEEEEEEEEFFFFFFFFFFFFFFFFO123456789ABCDEFO123456789ABCDEF
伸碕据掘悦倥梓伜傲侶情悼碑傭椚備堰假會借修偶｛故楮偬楡｛鬼傲傅個傲
鳳U函刃刊知1刎劫剛刮剖刹瓶到剋刺剖捌勇剴剰剖劇剰剣劔劒劔壁剤班
明ロ斤杭吼眈ロ内扮吝吹味呵苦眩弧岬砦究ロ申咀吻咄附砲畦号威唾咬咲恰杏
憶喋繍喧燥嗜障噂團堕嘘嚥卿曝嚴麗噌囁難聴醒囎囑噛口囮囹囲圃固園
埋壌塵壮壷壼｝背壼壽　文葺ヲ夢磐央天卒脊爽苛変奥奎案装奢莫奥奨童
官寛辰冤冠崔楚麻膳實寝真蓼烏衰實寳剋將專封ホ勘尤彪　ヲ｝昆届尿屓
巫已庖昏帯族怒吊帯帷幌嶋順帳幅慢幟瞳幣轄干干井玄歴　庫廟廟度厩廠
枯拘泥忽忽但伯佛拝快泳素佳恪悠胸協1亙洗恣侍憧悔悟桐悪偶桿惧梱棟
懲悪欄撫澤懊臆懐燦勲操憺慾罹慎儒適獺臓幟諮懐擢幅懲文戊戌戌菱夏
振豫楷棟揆瑞揉描椰楡揺塞構瑳搦槍撮掲搦搏催摯博膠撹概僥撤僚携憾
戻曼杳泥麗昴易曼胱晋晃日希書曙晧農晟哲晰罪量暎暉喧陽瞑蟹遥暁8敦瞥
統栴梓梢埆桿鳥桔稜振條梛挺梼棋檸梵椙禁柾棺梧惇棊掬棘掴梼梱椌棍
梱粟縦穣橿械櫟榑奨樒檀様棲撤慣禧撮撮権｝惰燈橦僥撲楕槍憶巣傲槍摘
魔託眠『気鼠氣永汕注江折涯祉沁柿扮泪仮没沐泄決泓沽酒梱浜沮花沽
満楡游測渓濫滉潤津褥湖槍漫稻膝塘薄湧漠顕洩潅遁瀞痕漿滲漱滞瀕樵
烙焉蜂混焙換煕熈煎莞煙媛楊薫燥憶煩賢熱燗黒熾焼撤播瞭襖鍛燧燵儘
破珀珂颯格瑠狼榔號梧排琉暇琿琶瑠瑠楡螢塊墳礪瑳運璋瑛壁寝瀧理桜
瘤痒疾痺麻麻癒瘍癒疽瘡痔瘡搬瘤療療痩禰癌瘍疲痛癖療疲癩痛癌癬擁
轟嘱衿　綾石工瑚砒砿砥砺硅碑…椛婆棚賠破碍碩碓石笛榿硝磋礫礪礪膀嘉馨
蜜藪窟薩蓬賓窟　軒扮耗帖貯拉靖埃疎娼糎気笏旅芭茄笛笙答箔朱笑筐
篭離粁枇炉専給案桶桐栢梗架梁根粋綜糀揉椹稼備廃模醤濡楯耀羅糺紆
繰縫繧綱撒続播糠繹檜縄纏嬬緕緕績辮艦纈績績纏纐櫻纏繊繊藁綴鉦訣
登聲聰晶曄聴車難騨粛肛盲肚月内冒眈脾菅昨月氏冑胚脾腺跨胱脛脩唇哺腋
艦朦膳臆身戸報艶艸文葛芒莞蔓鍔芽政芭筍再葺茗苺苺萢符華苞茄菖茉笠
約施高翁蓋莱嵩茜産著弱穆葺薬席箆芳察荷尊庶蓼疏族稽萄蓼籟葬葵萱
較蛛蛯艇蜆娯蜀蚕蜆蛋虫孚蛤踊蜘蜴腕蜷蜻蜥蠣斐輻蝟蝸蝟娼醐蛙裂腹編
襟裸桁喬裏裾装裏掛楊蓑神禰褄揮編裸褒裡褥槌號横裏褻摺襖禅禅當壁
言号謹諺言宣i軍言風」扁言突言寄審言益言盆護言盈誘i謡言扇8勾馨言商言曼言莫言華言爲言幾言喬言登」替讃言章譜

緒芝超　趙肢趾扶蜘珊妬鉄破祓脆楚眼跣腸疎眼蹉躁鋸践蜘躁踵楡踊蹟
礫糎轄享辟辣餅辮亡連週三召迫　迩週近　i酒逮蓮逡遣逞趣通浴蓬達達遊
叙鎚鈎針紗銀紐飯鍼鉗距鉱鉤錠錬銀鉋妬街鎌鐙鈷鋤鋏銃錆錐鏡銃錬鋼

EF　閏閨関閻閤閻閣閾闊潤関闇蘭闘闇閲關閲閣闘β千随院阯肢阻賄晒陥陳陞

1購灘灘難鞭竃難灘閨難灘竃灘翼雛
F3　徽蟹頚帯繊舗罷髄竈鼓蓼用鎚鼻干齊歯歯ヒ餉齪齪齢齪醤踊齪齪齪鰐寵亀禽
F4
F5
F6
F7
F8
Fg
FA
FB
FC
FD
FE

一 457一 　　酬大学大慧算㌣誌ぽ



ぎ辻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付表3　FDMS（和文エディタ）のコマンド入力形式一覧
F 弄

⇒
鷲
　鴇

魏
　ミ

　邑

1

合

の
1

名　称 機　能　概　要 入　　　力　　　形　　　式
EDITモード FORMATモード CALLモード MACROモード

N且DIT

　コマンド

和文エディタを起動する ｛：IDIT｝…ト…・ト名［～一ドコ團

FORMAT［WIDTH（行文字数）］
［DEPTH（ページ行数）］

［TOP（ヘデインク行数）］

［BOTTOM（フッティング
行数）］

［SHIFT（シフト文字数）］

EDIT
［DICTION（辞書データセット名［／パスワ

一
ド］）］

［MACLIB（マクロラィプラリ名［／パスワー
ドコ）］

END
　コマンド

和文エディタを終了する
END 隠VE］

○ ○

CALL CALLモードに切り換え，他の保 DA（テキストデータセット名） ○ ○ ○ ○

コマンド 存テキストの内容を表示する CALL LIST
R．ELEASE

EDIT
　コマンド

EDITモードに切り換え，ソース

形式で表示する

｛IDIT｝
［表示参照番号］

○ ○ ○ ○

FORMAT

　コマンド

FORMATモードに切り換え，清書

形式で表示する FO
FORMAT

○ ○ ○ ○

［DEPTH（ページ行数）］

［TOP（ヘディング行数）］

［BOTTOM（フッティング行数）］

［SHIFT（シフト文字数）］

MACRO
　コマンド

MACROモードに切り換え，テキス
トマクロを表示する

艦R°｝ ［マクロ名］ ○ ○ ○ ○



1

台

ゆ
1

　妾
　誌

ぎ遵

「 議

峰
聡
誌
き歯

S．AVE

　コマンド

テキストを保存する ｛IAVE｝［テキストデータセ・ト名］
○ ○

CHANGE

　コマンド

文字列を一括して変更する
｛IHANGE｝［参＝［参購2ココ　　　　　　ワ被変更文字列ワ［▼変更文字列ワ］　　　　　［ALL］

○ ○

INPUT

　コマンド

テキストを追加する ｛iNPUT｝［参購］囹 ○ ○

MERGE

　コマンド

他のテキストの内容をユニット単位

に組み込む

｛：ERGE｝テキストデータセ・ト名　　　　　［参照番号1［参照番号幻］

　　　　　［組込み位置参照翻［ξ］

○ ○

1 C（copy）

　コマンド

文字列を複写する
・

cs－｛1：1　　　　　　1A・cコc－｛　　　　　　　　｝　　　　　　1B

○ ○ ○

「

D（delete）

　コマンド

文字列を削除する 已、D｝ ○ ○ ○

1 G（merge）

　コマンド

他のテキストの内容を文字単位に組

み込む

・
GS－｛：：｝

・ G－G一に：｝

○ ○ ○

「
1（in8erω

　コマンド

テキストを挿入する ｛li含｝ ○ ○ ○

1 M（皿ove）

　コマンド

文字列を移動する ・
MS－｛1；｝・M－・M－｛1；｝ ○ ○ ○



腱
㌫4

議
：叢

§肇

　ζ

占

1

さ

　
1

名　称 機　能　概　要 入　　　力　　　形　　　式
EDITモード FORMATモード CALLモード MACROモード

「 R（replace）

　コマンド

文字列を置き換える ｛1：竺、R｝ ○ ○ ○

BOTTOM

　コマンド

画面をテキストの最後に移動する ｛1°TT°M｝ ○ ○ ○ ○

DOWN
　コマンド

画面を下方へ移動する ｛；°WN｝［整数コ ○ ○ ○ ○

FIND

　コマンド

文字列を検索し表示する ｛IIND｝〔開始参照馴［’検穀字　u’］
○ ○ ○

LOCATE

　コマンド

画面を指定の位置へ移動する ｛霊TE｝表示参照番号 ○ ○ ○

TOP

　コマンド

画面をテキストの先頭に移動する
TOP

○ ○ ○ ○

UPコマンド 画面を上方へ移動する UP　［整数］ ○ ○ ○ ○

PAGECCNT

　コマンド

改頁を取り消す ｛1：GEC°NTl ○

「 E（era8e）

　コマンド

空白を削除する 1 E ○

1Hコマンド

（homepo8ition）

この位置で改頁する 1 H ○

、

Lコマンド

（1inecont）

改行を取り消す 1 L ○

、

Nコマンド

（newline）

この位置で改行する 1 N ○

「 S　　コマンド

（skip）

空白を確保する

　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　ユ

「

S－1S

　　　　一一一一　一一　一一一一一－一一一一一

○



参

　
1

　≧

　4

＜纏

二6

埠
愁
誌
告鰹

、 Uコマンド 行末を字上げする 1 u ○

（up）

可Wコマンド 行頭を字下げする 1 W ○

（down）

1 MAコマンド 図（空白）・表に見出しを付加する 1 MA　　図表見出し文字列▼ ○

（midashi　add）

1 MDコマンド 図（空白）・表の見出しを削除する
「 MD ○

（midashi
delete）

「 TAコマンド

（table　add）

表を作成する
・

TA（1カラム文字掴…） ○ ○

十
レコード数［（レコード番号　＝　・・◆）］

／

［SHIFT（シフト文字数）］

㌘こ撫］；
「 TDコマンド 表を削除する 「 TD ○
（table
delete）

1 TMコマンド 表の形式を変更する 1 TM［SHlFT（シフト文字数）］ ○
（table
modify） lli6・［HEADERNOH．EADER］

1 RAコマンド

（record　add）

表のレコードを追加する
・

RA…劇レコー；…）］［A百］ ○

1 RDコマンド 表のレコードを削除する 1 RD ○
（record
delete）

1 RMコマンド
（r⑫cord
　mod　i　fy）

表のレコードの形式を変更する ・ RM｛；｝ ○



葦匡

轟
誌
：叢

§警

　ミ

　占

1

ま

ロ
1

名　称 機　能　概　要 入　　　力 形 式
EDITモード FORMATモード CAI」Lモード MACROモード

こ麟，宙マンド 表のレコードを差し換える 1 RX－、RX ○

excha㎎e）

「 CA　コマンド

（column　add）

表のカラムを追加する 叫iカラー［＋」…
＝

）

会］ ○

1 CD　コマンド 表のカラムを削除する 1 CD ○
（co11皿田

delete）

「

CMコマンド
（COlumn
　　modify

表のカラムの形式を変更する
　　　LlCM　C［カラム文字数］　　　R

［＋］　一 ○

T CX　コマンド 表のカラムを差し換える 1 CX－「CX ○
（column
excbange）

DICTION
　　　コマンド

カナ漢字変換辞書を切り換える ｛；｛CTI°N｝［；謬書データセット名）」
一

○ ○ ○ ○

SHOW 単語’漢字のメニューを表示する 工 ○ ○ ○ ○

コマンド C
｛§吾゜w｝陣し［・

JGPR

力

Q
1 X　　コマンド

（exchange）

文字列を再変換する ｛II㍉｝ ○ ○ ○

、T　コマンド 辞書に単語を登録する C ○ ○ ○

（t孤go　update）
GJ

D－11
D－K5
D－KH
D－G5



1
念

ロ
1

　辻

　弄

　‡

霞

曙
訟
匡貞

o塾

D－S5
｛llr．T｝呈出し［・ D－SH

D－ZH
D－T5
D－N5
D－B5
D－M5
D－R5
D－W5
K
壇

DEEMAC
　　コマンド

テキストマクロを登録する ｛漂AC｝マク・名 ［▼マクロ定義体問 ○ ○ ○ ○

MACLIB マクロラィブラリの割当て・解放を
MACLIB

DA（マクロラィブラり名） ○ ○ ○ ○

コマンド 行う ｛MLB｝UST
REL且ASE

MACSAVE
　　　コマンド

テキストマクロを保存する ｛欝AVE｝［マク・ラィプラリ名］ ○ ○ ○ ○

1 Q　コマンド

（quote）

テキストマクロを登録する ｛ll㍉｝マク・名 ○ ○ ○

DELMAC テキストマクロを削除する ｛DELMACIマク。名 ○ ○ ○ ○

コマンド DEL



F主
　汁
　 帖
ω 汁
仔．已

■㍗

苗藻
8詩
　＼

　1
　1『

〆洪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付表4．制御コード入力形式一覧

1

さ

ふ
1

名　称

ページ
　形　式

領域定義

柱定義

TAB
　制　御

見出し

　制　御

パラグラ

フ制御
揃え制御

両端揃え

内部空白

段頭段末
空白

入　　　　　力　　　　　形　　　　　式

＠PG卜［段霊数ーペ霊数］・［圏］・［段数『字数］・［｛基本㌘サイズ｝ーシフ：文字数コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　－　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　一

＠AR巨ヘデインz領域行数］P・テ・ン鍔行数］］＠

　　　　　　　　　　　柱割付けページ指定

［……］＠NO＠ココ＠HE＠

叶・字下霊字寸憎］躍1揃予ラ轡rム！文字｝剥＠

［＠MS＠⊇熟＠ME＠］［一［＠CE＠コー［＠RE［｛；｝コ＠］ヨ…＠TE＠

＠PRE［1行目字下げ文字数　　　1］，［2行酵∫げ撒］］＠

＠FM－
li｝
＠

・・…・＠T2＠［リーダ＠K2＠］［……］＠NL＠

＠SK－［D］舶行数［，舶9字数［｛豊｝コ］［，図版名コ＠［＠MS＠興鯉㌦烹三・ト・…・＠ME＠］

＠SK－［Dコー
｛…｝［r数［｛き｝コ］L図版名コ＠［＠MS＠図⊇∪識ME＠］

機　能　概　要

ページの形式を指

定する

ヘディング領域，

フッティング領域
の行数を指定する

ページ番号や柱の
出力位置などを定
義する

文章を表の形式に
して出力する

章，節，項などの

見出しの出力形式

を指定する

段落の形式を指定
する

行を左詰め（L）又は

中央揃え（C）又は右

詰め（R）にする

行内で両端揃えに
する

この位置に空白を
確保する

ページ・段の上又
は下に空白を確保
する

備　考

和文エディ

タでは無効

同　上



1

畠

切
1

　ま

　‡

ε鐸

遵
芸
詰
8艶

行間隔
＠LN［一スキツ、プ行数］＠　　　　　　一

行間隔を変更する

文字サイズ

＠sz
卜｛文字サイ1＠

旦12

文字サイズを変更
する

和文エディ
タでは無効

改　行 ＠NL＠ この位置で改行する

改　段 ＠NB＠ 〃　　改段する

改　頁 ＠NP＠ 〃　　改頁する

字下げ ＠DN［一字下幣字数］＠　　　　　　一 行頭を字下げする

字上げ ＠UPL一字上幣字数］＠ 行末を字上げする

アンダラ
イン

＠UL＠……………＠UE＠

アンダラィンを引く 和文エディ
タでは無効

分割禁止 ＠BK＠・…………・・＠BE＠
文字列を行分割禁
止とする

ピッチ

　詰め
＠PT＠・・……・……＠PE＠

英数字記号をピッ
チ詰めする

EBCDICの
文字で出力

される

罫　線
＠KS卜［罫線f微コ［・罫轡αコ＠ 罫線を引く 繁嚥嘉

日　付

＠DT E
日付種類

YMD
YMYMDMD ］＠

日付を出力する 同　上

索　引 ＠IX＠　・…・…・［＠K2＠読み方コ＠IE＠
索引データを抽
出する

和文エディ
タでは無効

目　次

＠MK 一
｛i

＠　……＠NL＠
目次データを抽
出する

同　上

印刷制御 ＠NA＠　・・……・＠NE＠
この部分を出力
しない

ページ番
号スキップ

＠PN－S［ぺ一1ジ数］＠　　　　　　一 ページ番号をス
キップずる

ページ番
号リセット

＠PN－R［ページ番号　1］＠　　　　　　一 ページ番号を再
設定する

オーバレ
イ制御

＠OV＝オーバレイパターン名＠
オーバレイパタ

ー ンを指定する
和文エディ
タでは無効



腱
ユ
誌
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§警

　ミ

　占

1
ぱ

ぴ
1

付表5　テキスト入力における変換指定一覧

入　　　力　　　種　　　別 入　　　力　　　形　　　式 入力文字種 結　　　　　　果

・・●　●●　●●●●　●・●　●　■●　●　■●　●　●　●　●●●… カタカナ，ローマ字，数字，特殊文字 漢字かな混り文

無変換指定 ／・………・…・…・・…一／ 英字，数字，特殊文字 そのまま漢字コードへ

ひらがな指定 H／……………………／ ヵタヵナ，ローマ字，一部の特殊文字 ひらがな

カタカナ指定 K／…・…・・一・・…・・一／ カタカナ，ローマ字，一部の特殊文字 カタカナ

単　語　指　定 T／見出し［．π］／ カタカナ，ローマ字 指定の単語

カナ漢字変換入力 地　名　指　定 C／見出し［．π］／ カタカナ，ローマ字 指定の地名

人　名　指　定 J／見出し［．π］／ カタカナ，ローマ字 指定の人名

外来語指定 G／見出し［．π］／ 英字，数字，カタカナ，特殊文字 指定の外来語（単語）

音　　指　　定 P／音読み［．π］／ カタカナ，ローマ字 指定の漢字

訓　　指　　定 R／訓読み［．πコ／ カタカナ，ローマ字 指定の漢字

制御コード入力 ＠制御コード文字列＠ 英字，数字，一部の特殊文字 EBCDICのまま

漢　字　直　接　入　力 ●　■　・　●　●　・　●　・　●　■　◆　・　．　●　・　■　■　・●　■　・●　●　・　■　●　．　●　■　・　●　■　・　■　■　・ 漢字コード そのまま

テキストマクロ引用入力 Q／マクロ名［（実パラメタ）］／ 英字，数字，実パラメタはテキスト マクロ定義体



解　　　　説

付表6．カタカナ・ローマ字対応表

　ミ音
行

ア イ ウ 工 オ
　ミ音

行
ア イ　　　　ウ 工 オ

ア　行 A 1 u E 0 チャ行 TYA TYI　　　　TYU
CYI

TYE
CYE
TYO

力　行 KA KI KU KE KO CYA
CHA

　　　　CYUチイ　　　　CHU

CBE
チェ

CYO
CHO

サ　行 SA SI
SHI
SU SE SO

ニヤ行 NYI　　　　NYU NYE
タ　行 TA TI TU TE TO

NYA ニイ ニェ NYO

CHI TSU
ヒヤ行 HYI HYE

ナ　行 NA NI NU NE NO
HYA

　　　　HYUヒイ

ヒェ HYO

ハ　行 HA HI HU
FU
HE HO

ミャ行
MYA 閂MYU MYEミェ MYO

マ　行 ぬ MI MU ME MO
リャ行
RYA
LYA

RYI　　　　RYU
LYI　　　　LYUリイ

RYE
LYE
リェ

RYO
LYO

ヤ　行
YA
YI
イ YU

YE
イェ YO

ファ行 FA FI FE FO

ラ　行 RA
LA
RI
LI
RU
LU
RE
LE
RO
LO

クワ行 QA
KWA
クワ

QI　　QU
KW　I　KWU
クイ　　　ク

QE
KWE
クェ

QO
KWO
クォ

ギャ行 GYI GYE
ワ　行 WI 醐 WE WO

GYA ギィ　　GYU ギェ GYO

脇 ウイ ウ ウェ ヲ

ジャ行 ZYI ZYE

ン N
ZYA
JA
JYA

　　　　ZYU
　　　　　JUJYI・・　　JYU JE

JYE、“

ZYO
JO
JYOンイ ンェ

ガ　行 GA G1 GU GE GO ヂャ行 DYAヂャ DYI　　DYUヂイ　　　ヂュ
DYE
ヂェ
DYO
ヂョ

ザ　行 ZA ZI
JI
ZU ZE ZO ビャ行

BY．A

BYI　　　　BYUビイ BYE
ビェ BYO

ダ　行
DA
DI DU　“

DE DO
ピャ行 PYA 響PYU PYEピェ PYO

ヂ ツ

バ　行 BA BI BU BE BO
ヴァ行 VAヴァ VI　　VUヴイ　　　ヴ

VE
ヴ』
VO
ヴ；

その他 CA CI　　CU CE CO
カ シ　　　キュ セ コ

バ　行 PA PI pu PE PO
FYA FYI　　FYU FYE FYO
ヒヤ ヒイ　　　ヒュ ヒェ ヒョ

キャ行
KYA KYIキイ KYU KYEキェ KYO

GWA
グワ GWI　GWUグィ　　　グ

GWE
グェ
GWO
グォ

シャ行 SYA SYIシイ SYU SYESHE SYO
QYAクヤ

暢饗 磨 野SHA SHU シェ SBO DHI　　T日1－“　　　　　　　　　　　　　　　　一アイ　　　アイ

一
467一　　　　　　　　　　九州大学大型計算機センター広報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vo　L　　13　NbL　4　　1980



解　　　　説

付録1．図形制御カードの一般規約

オペレーション欄 識別欄

・“ ＊〉’ と識別文字，識別文字とパラメタ列の間には，一つ以上のブランクを置く．

・ オペランドは，各項目ごとに，“，”（コンマ）で区切らなければならない．

・ 継続するカードは，必ずコンマで終わっており，72カラムがブランク以外でなければならない．
・ ［　］：省略可能である．

・ ｛　｝：いずれか一つを選択する．

・ ｛　｝内の下線は，省略時のサブオペランドを表す．

・ 識別文字直後のオペランドのコンマは省略する．

・ サプオペランドーつの場合，括孤は省略できる．

・ （サブオペランド，……）は，サブオペランドの連続を意味する．

・ （［　］，……）は，［　］の連続を意味する．

付録2．図形制御カードのエラーコード

エラーコード 意　　　　　　味

X
Yカー　ド

XOOl
XOO2
×003

×004

×005

×006

×007

×008

×009

×010

×011

×012

×013

XYカードが無い

XYカードが2枚以上続けて指定された

未定義のキー・ワードが現れた．

POSの誤り
M　　　〃　．

L　　　〃

D　　　〃

P　　　〃

㎜〃
C　　　〃

CODE〃
H　　　〃

NOLMTの指定時にDナペランドに“0．

以外を指定した．

STカ　ード

SOO2
SOO3
SOO4
SOO5
SOO6
SOO7
SOO8
SOO9

STカードが50枚をこえた

未定義のキー・ワードが現れた．

POSの誤り

A　　　〃

CA　　〃

CX　　〃

CN　　〃

CA，CX又はCNナペランドが指定されてい

ない

AOOl
AOO2

第1桁が‘＊1以外である．

　未定義の態別文字が現れた．｛　継観指定中に終了
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